
３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

1
こどもの参画基本計
画の策定

　こどもの参画の理念と方向性を整理し、普及啓発や推進体制の整備、施策展開やモ
デル事業の実施などのアクションプログラムを「こどもの参画基本計画＇仮称（」として
策定します。

未実施 策定 - こども企画課

2
こどもの参画ガイドラ
インの策定

　こどもの参画によるまちづくりへの理解を深めるとともに、こども視点による既存事業
の見直しや、事業へのこどもの参画を円滑に推進するため、こどもの参画ガイドライン
を策定します。

未実施 22年度策定 こどもの参画ガイドライン＇案（を作成した。 ○ こども企画課

3
こどもの力＇ちから（
フォーラムの開催

　こどもの参画を中心に、子どもを取り巻く様々な課題について、子ども、市民、専門
家、行政がともに考える「こどもの力フォーラム」を、開催します。

21年度２回開催＇８
月、11月（

年２回開催 平成２２年１０月２日開催、１４１人参観 △ こども企画課

4
こどもの力＇ちから（
ワークショップの開催

　子どもたち＇中学・高校生（の意見を市政に反映させるためのワークショップを開催し
ます。また、子どもたちによる市政への政策提言を行う常設の「こどもフォーラム＇仮
称（」を設置し、移行します

21年度３回開催
こどもフォーラム＇仮
称（へ統合

９・１０月実施、５日開催：１３５人参加 ○ こども企画課

5
こどもからの提言実現
モデル事業の実施

　こどもの参画に対する行政からの応えの一つとして、子どもの意見を実現するモデル
事業を実施します。

未実施 実施 子どもの職場探検&ランチミーティングを開催 ○ こども企画課

6
こども参画条例等の
調査・研究

　先進団体の状況や児童憲章、児童の権利に関する条約等についての調査研究を行
い、平成24年度当初の施行を目指します。

未実施 24年度施行 調査、研究を実施した。 △ こども企画課

7 こどものまち開催

　子どもたちが多様な体験を通じて、対人関係や問題解決能力などの社会性を涵養す
る「こどものまち」を、「こどもの参画」を担うこどもたちを育成する仕組みとして位置づ
け、開催します。
　当初は、市主体で運営しますが、将来、地域に根差した文化とするため、子育て支援
団体や民間企業等が参加する実行委員会による運営を検討します。

21年度２回開催＇４
月、８月（、市の運営、
参加者200人/日

年1回開催、実行委員
会による運営、参加者
500人/日、主催者会
議の千葉市開催済

８月６日＇金（～８日＇日（開催延べ９８０人参加 ○ こども企画課

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

平成２２年度実績

基本目標１ 次代を担うこどもの参画の推進
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

平成２２年度実績

8 子ども大学への共催

　大学教授などの専門家が、専門領域の話をこどもにわかりやすく教える“子ども大
学”は、小学生に対する家族や社会への“参画“意識の醸成面での効果が期待できる
プログラムであり、「こどもの参画」を担うこどもたちを育成する仕組みとして位置づけ、
実施主体と市との共同開催とします。

21年度共同開催
共同開催、参加者100
人/年

プレ・ワークショップwith子ども大学を開催２６人参加 ○ こども企画課

9
「こどもに信頼される
大人」に関する調査研
究

　子どもの居場所において、日々、子どもたちを見守るとともに、その相談等に応じるプ
レーリーダー等の「信頼できる大人」に求められるスキル＇職能（と、それらを備えた人
材の育成手法や登用手法等について調査研究を行い、人材の育成・登用の事業化に
ついて検討します。

未実施
人材の育成・登用の事
業化

アンケート、ヒアリングを実施し、こどもの参画ガイドラインに反
映させた。

○ こども企画課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

10
子育て支援総合コーディ
ネート事業

　「子育て支援館」に子育てコーディネーターを配置し、各種子育てサービスの情報収集、イン
ターネット等を活用した情報提供を行います。
　また、子育てに関する相談を受け、サービスの提供に必要な援助や関係機関との連絡調整を
行います。

子育て支援館を中心とし
た情報提供等を実施

内容を充実して実施

「子育て支援館」に子育てコーディネーターを配置し、各種子育て
サービスの情報収集、インターネット等を活用した情報提供を行っ
た。
また、子育てに関する相談を受け、サービスの提供に必要な援助や
関係機関との連絡調整を行った。

○ 保育支援課

11 子育てハンドブック作成
　各種子育て支援サービス等が、利用者に十分に周知されるよう、「子育て支援」、「各種助成制
度」など、各種行政サービス等の概要を説明した冊子を、保健福祉センターなどで配布します。

平成21年度　31,000部作
成

継続して実施
こどもの参画についての情報を充実させ、33,000部を作成、配布し
た。

○ こども企画課

12 子育てマップの作成
　千葉市ホームページで提供しているちば案内マップを活用して、子育て支援サービスや施設
案内などの情報を、地図上に見やすくまとめた子育てマップを作成します。
　また、携帯電話で外出先からの利用も可能とします。

未実施 作成・配布 子育てマップの作成、赤ちゃんの駅の現地調査を実施した。 △ こども企画課

13
子育て支援情報紙「いき
いき子育て」の発行

　年２回、幼児期からの家庭・地域の教育力向上を図るため、子育て支援に関する情報等を提
供します。

年間２回の発行 年間２回の発行
親子のコミュニケーションを促すツールとして
情報誌を発行＇1回（し、今後の充実を図るため
アンケートを行った。

△ こども企画課

14 父子手帳の交付
　妊婦の配偶者へ父子手帳を配布することにより、妊娠初期からの必要な情報提供を行うこと
で、妊娠中の夫の役割、親としての意識向上を図り、その後の育児参加を推進します。

未実施 9,500冊を配布 - 健康支援課

15 子育て支援館の運営
　子育てを総合的に支援する基幹型子育て支援センターとして、親子の自由な交流・情報交換
の場、各種子育て相談、育児講座、ファミリー・サポート・センター事業などを実施します。

来館者数17万7,474人。
入館組数7万4,903人
＇H22.3.31現在（

継続して実施
子育てを総合的に支援する基幹型子育て支援センターとして、親子
の自由な交流・情報交換の場、各種子育て相談、育児講座、ファミ
リー・サポート・センター事業などを実施した。

○ 保育支援課

16
地域子育て支援拠点事
業

　乳児または幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、
情報の提供、助言、その他の支援を行います。

地域子育て支援センター
７か所、子育てリラックス
館10か所

地域子育て支援センター
＇センタ‐型（と、子育てリ
ラックス館＇ひろば型（を
合わせて24か所に増や
します。

乳児または幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、
子育てについての相談、情報の提供、助言、その他の支援を行った。
・支援センター　21年度82,650人、22年度89,213人
・リラックス館　　21年度108,179人、22年度120,986人
※支援センター分に子育て支援館分は含んでいない。

○ 保育支援課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標２ 子育て家庭の「育児力」の向上
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

17
子育てサポーター・家庭
教育アドバイザー配置事
業

　子育てサポーターは、各区に３名ずつ配置されており、中核公民館を中心に、「子育てママの
おしゃべりタイム」の中で、子育ての悩みや不安をもつ母親への相談活動や情報交換、仲間づく
りのコーディネートを行います。
　家庭教育アドバイザー＇臨床心理士有資格者（は、各区に１名ずつ配置されており、主に子育
てサポーターに対して専門的な立場から助言を行います。また、サポーターからの依頼により、
子育ての悩みを持つ母親に直接助言を行います。

子育てサポーターの相談
活動は、延べ70回程度

子育てサポーターの研修
等を通じて、質的向上を
図るとともに、本事業をよ
り多くの方に周知

公民館での「子育てママのおしゃべりタイム」を中心に、子育てサポー
ター延129回、家庭教育アドバイザー延12回の活動を実施。

○
生涯学習振興
課

18
子どもの医療費に対する
助成

　保険診療の範囲内で、保護者負担額を除いて医療費の自己負担額を助成します。
　小学校就学前児：通院、入院＇平成18年8月から（

入院、通院ともに小学校
就学前の児童が対象

助成対象の拡充

保険診療の範囲内で、保護者負担額を除いて医療費の自己負担額
を助成した。
平成２３年１０月診療分から入院費の助成対象を小学校就学前から
中学校修了まで拡大した。

○ こども企画課

19 子ども手当
　中学校修了前までの児童を養育する保護者に手当を支給することにより、次世代の
社会を担う子供に成長と発達に資することを目的とします。
　児童1人あたり月額26,000円＇平成22年度13,000円（を支給します。

未実施
＇児童手当を支給（

国の制度改正に合わ
せて実施

中学校修了までの児童を対象に月額13,000円を支給 ○ こども企画課

20 高校授業料不徴収 　高校の授業料を実質的に無償化します。 未実施
国の制度改正に合わ
せて実施

国の費用により、公立高等学校の授業料を無償とした。 ○ 学事課

21 出産育児一時金
　出産費用の負担を軽減するため、国民健康保険被保険者の出産時に、出産児１人
につき39万円＇産科医療補償制度対象の場合は42万円（の出産育児一時金を支給し
ます。

1,220件 継続して実施 出産育児一時金を1,341件支給した。 ○ 健康保険課

22 助産施設
　経済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦を入所させ、助産に要す
る経費を支給します。

２施設、30人 継続して実施
助産施設へ入所し、出産した妊産婦に助産費用を支出した。
＇２施設、延べ33名（

○ 健全育成課

23
私立幼稚園就園奨励
費補助金＇市単、国庫
補助（

　私立幼稚園に就園する園児の保護者に対し、助成金を支給することにより、保護者
の経済的負担を軽減し、幼稚園就園を奨励します。

補助対象者数17,551
人

引き続き保護者の負
担軽減を図る

　私立幼稚園に就園する園児の保護者に対し、助成金を支給
することにより、保護者の経済的負担を軽減し、幼稚園就園を
奨励した。
補助対象者数：16,821人

○ こども企画課

24
幼児２人同乗用自転
車助成事業

　尐子化対策や子育て支援の観点から、幼児２人同乗用自転車の普及が促進される
様、助成制度の導入などについて検討を行います。

未実施 実施 - こども企画課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

25 子ども交流館の運営
　こどもの参画の推進および児童の健全育成の拠点施設として、市内の中心部に、子
どもたちの交流の場、スポーツ・音楽など、子どもたちのさまざまな活動を支援します。

来館者数30万3,366
人、登録者数6万5,050
人＇H22.3.31現在（

継続して実施 来館者数43万662人、登録者数6万5,218人＇H23.3.31現在（ ○ こども企画課

26
放課後子どもプラン推
進事業

　放課後子ども教室推進事業、放課後児童健全育成事業＇子どもルーム事業（の推進
および両事業の連携により、総合的な放課後対策事業を実施します。

放課後子どもプラン合
同研修会実施

継続して実施
千葉市主催の研修会「食物アレルギーについて」を実施。参加
者：581人＇指導員565人・コーディネーター16人（

○ 健全育成課

26
放課後子どもプラン推
進事業

　放課後子ども教室推進事業、放課後児童健全育成事業＇子どもルーム事業（の推進
および両事業の連携により、総合的な放課後対策事業を実施します。

放課後子どもプラン合
同研修会実施

継続して実施 放課後子どもプラン合同研修会の実施。 ○
生涯学習振
興課

27
放課後子ども教室推
進事業

　放課後の児童の安全・安心な居場所づくりのため、小学校の校庭や体育館、余裕教
室等を活用し、地域の人たちや保護者等のボランティアによる協力を得て、スポーツ・
文化活動、学習機会の提供等実施します。

全小学校で実施＇120
校（

継続して実施
120小学校区にて、年間延2,890日、参加児童延107,795人の
放課後の居場所を指導員・協力員延29,291人の協力を得て実
施した。

○
生涯学習振
興課

28
子どもの居場所のあり
かた

　子どもの居場所について、あり方を検討し、子どもの居場所に関する方針を作成しま
す。

調査研究 方針作成
アンケート、ヒアリングを実施し、こどもの参画ガイドラインに反
映させた。

○ こども企画課

29
こどもカフェ＇仮称（の
設置

　子どもが信頼できる大人がいる「こどもカフェ＇仮称（」を、子どもの身近な場所に、既
存施設等を活用して設置します。

調査研究 設置 調査・研究を実施した。 ○ こども企画課

30
特別教室開放推進事
業

　土・日曜日に、小学校の特別教室を開放し、子どもの健全育成、地域活動の活性化
及び生涯学習の振興を図ります。

花見川区＇瑞穂小（と
緑区＇扇田小（で実施

継続して実施
瑞穂小学校の特別教室棟を日曜日及び土曜日に年間88日開
放、利用者数2,423人。扇田小学校の特別教室棟を日曜日及
び土曜日に年間88日開放、利用者数2,056人。

○
生涯学習振
興課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標３ 地域の「育児力」の向上
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

31
公民館主催事業＇尐
年教育（

　公民館主催の尐年教育事業の一環として、尐年に学習機会を提供するための講座
を開設します。
　また、こどもたちの学習ニーズにより対応した講座の開設を図ります。

尐年教育関係の各種
講座は、全館で250事
業程度を予定

継続して実施
公民館にて「子ども科学講座」など288事業実施、延参加者数
8,670人。

○
生涯学習振
興課

32
公民館等における指
導者及び各種ボラン
ティア養成

　団体・グループ活動の中心となるリーダー等の養成の一環として、子どもを対象とす
る活動に携わるリーダー・ボランティアの養成を図り、各種活動の充実に努めるととも
に、社会のニーズにより適合した講習会等の充実を図ります。

指導者およびリーダー
研修の各種講座は、６
事業程度を予定

継続して実施
公民館及び南部児童文化センターにて、「ジュニア・キャンプ
リーダー養成講座」など5事業実施、延参加者数291人。

○
生涯学習振
興課

32-2

ときめきサタディ＇とき
めきサテディのうち親
子で実施するもの以
外（

「ヒップホップダンス」「お菓子づくり教室」等の講座を実施します。 実施 継続して実施
南部青尐年センターにて、ときめきサタディ「ヒップホップダン
ス」「お菓子づくり教室」等の10講座を実施、延参加者数317
人。

○
南部青尐年
センター

32-3
公民館等を活用した
学習会

　公民館を活用して市民団体等のの協働により環境関連の講座、勉強会等を開催し、
地域における環境教育の推進を図ります。

８回実施
延べ１１４人参加

継続して実施 計6回開催　延べ参加者　小学生82名　大人19名 ○ 環境保全課

33
「＇仮称（犢橋地域福
祉活動施設」の整備

　子どもから高齢者まで広く地域住民が利用し、子育て支援や世代間交流等の地域福
祉活動を行う場を提供するため、「＇仮称（犢橋地域福祉活動施設」を設置します。

検討中 設置
跡施設の維持管理経費のみ予算措置されたため、必要な修
繕等を行うことができなかった。

○ 地域福祉課

34
「＇仮称（小中台地域
福祉活動施設」の整
備

　子どもから高齢者まで広く地域住民が利用し、子育て支援や世代間交流等の地域福
祉活動を行う場を提供するため、「＇仮称（小中台地域福祉活動施設」を設置します。

検討中 設置
地域福祉活動施設として小中台地域福祉交流館を整備し、平
成23年4月1日より運営している。

○ 地域福祉課

35
青尐年育成委員会活
動事業

　地域住民の青尐年問題に対する共通の理解を深め、地域における青尐年問題関係
機関・団体の相互の連絡調整を図りながら地域ぐるみで青尐年の健全育成活動を総
合的に推進する青尐年育成委員会の活動費用を補助します。
＜活動例＞
・青尐年の健全な団体グループ活動への参加を奨励したり、保護者の自覚を促し、家
庭を健全にするための諸活動。
・危険箇所点検活動やたまり場巡回指導など青尐年を取り巻く有害環境の排除と健全
な環境づくり等の青尐年の非行化、事故防止に関する諸活動。
・球技大会やキャンプ、音楽会など体育やレクリエーションに関する諸活動。

年度当初に予定して
いた各行事の遂行と
充実を図りながら、行
事を進めている

各中学校による行事
の更なる充実を図ると
ともに、多くのアイデア
を取り入れながら工夫
を凝らした、行事を進
める

56中学校区青尐年育成委員会が独自に企画した青尐年健全
育成事業を実施し、市が事業費を補助した。
なお、平成22年度は、東日本大震災の影響で、新宿中学校区
青尐年育成委員会主催の3月27日～29日に実施予定だった
春のリーダー研修と幕張本郷中学校区青尐年育成委員会主
催の3月19日に予定されていたドッヂボール大会が中止になっ
た。

○ 健全育成課

36
青尐年相談員活動事
業

　地域社会での青尐年育成活動の積極的な推進を図るため、青尐年と一体になり、と
もに喜び、ともに語り、青尐年のよき相談相手となることを目的とする青尐年相談員の
活動費用を助成します。
＜活動例＞
・個人活動　地区の青尐年実態把握や関係機関の紹介
・地区活動　地区青尐年の団体やグループ育成、健全育成事業の実施＇映画会、キャ
ンプ、各種スポーツ大会、音楽会など（
・連協活動　地域環境づくり、市全域の健全育成行事への参加など＇環境浄化活動、
標語コンクール、青尐年のつどいの大会など（

各学区等での活動に
対する費用を補助す
る。

継続して実施
市内56中学区の青尐年相談員で構成される青尐年相談員連
絡協議会へ活動費を補助した。

○ 健全育成課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

37
公民館完全学校週五
日制対応事業＇講座
等（

　完全学校週五日制の導入を契機とし、新たに学校休業日となった土曜日を中心に、
児童生徒、一部その保護者とともに参加できる「体験型」の学習の場を提供します。

週五日制に伴う土曜
日の各種講座は、60
事業程度を予定

子どもたちのニーズに
より対応したものにな
るよう、その充実を図
る

公民館にて、「子ども映画会」など84事業実施、延参加者数
2,453人。

○
生涯学習振
興課

38 体育指導委員事業
　小学校地区ごとに体育指導委員を委嘱し、子ども、高齢者を含む地域住民を対象と
したレクリエーション･スポーツ活動の企画･運営・指導を行います。

尐年球技大会を21ブ
ロックで開催。100教室
程度のスポーツ教室
を開催

継続して実施
※本事業には、こども以外を対象とする部分を多く含むことか
ら、こどもに該当する部分を別途新規事業として掲載する。

終 社会体育課

39
スポーツ施設管理事
業＇スポーツ広場等（

　子ども、高齢者を含む地域住民が、気軽にスポーツ等に親しむ環境づくりを目指し、
スポーツ広場･運動広場の管理運営を行います。

スポーツ広場＇2か
所（、運動広場＇20か
所（でスポーツ活動を
実施

継続して実施
スポーツ広場＇2か所（、運動広場＇20か所（でスポーツ活動を
実施。

○ 社会体育課

40
学校体育施設開放事
業

　スポーツの場の不足を解消するため、学校体育施設を開放し、市民の体力づくりとコ
ミュニティ活動の振興を図り、市民が手軽に多様なスポーツ･レクリエーションを行える
場をつくります。

市内の学校120校(校
庭・体育館)、中学校56
校(校庭・体育館)、武
道場(中学校11校（の
体育施設を市民に開
放

継続して実施
小学校120校、中学校56校の校庭、体育館及び中学校11校の
武道場を開放するほか、中学校６校の校庭の夜間開放を実
施。

○ 社会体育課

41 公民館整備
　子ども対象の講座や市民のための各種講座を行うとともに、地域の拠点としての学
習活動の場を提供します。

おゆみ野第二公民館
＇仮称（及び真砂公民
館＇仮称（用地の取得

公民館の未設置地区
の解消を優先的に進
める

千葉市小学校区を21ブロックに分けて、尐年球技大会を行い、
2,314人の参加があった。

-
生涯学習振
興課

41-2 わくわくカレッジ  「フラワーアレンジメント」「魚料理入門」等の講座を実施します。 実施 継続して実施
南部青尐年センターにてわくわくカレッジ「雛祭りのフラワーア
レンジメント」など９事業を実施、延参加者数169人。

○
南部青尐年
センター

41-3
青尐年のつどい大会
事業

　青尐年を対象とした競技などを実施し、青尐年の交流を図ります。 年１回２００人 継続して実施
千葉県総合スポーツセンター＇サッカー・ラグビー場（で平成２
３年２月２６日(土)に実施した。青尐年の参加116人。

○ 健全育成課

41-4 サマーチャレンジ
　低学年対象と高学年対象の「工作教室」を２講座設定し、児童の科学に対する興味
関心を高め創造性豊かな子どもの育成を図ります。

実施 継続して実施
南部青尐年センターにてサマーチャレンジ「工作Ａ」「工作Ｂ」
の２事業を実施、延参加者数120人。

○
南部青尐年
センター
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

41-5
青尐年育成団体の支
援事業

　青尐年団体・青尐年育成団体への指導・支援をします。
みなと青年教室、ボー
イ、ガール、海洋尐年
団、子ども会等へ支援

継続して実施
青尐年団体・青尐年育成団体への指導・支援をした。
・主催事業等　　527千円＇みなと青年教室・尐年三団体等（
・団体育成事業　3,058千円＇事業補助金（

○ 健全育成課

41-6 千葉市尐年球技大会 夏季休業を利用し、尐年を対象にスポーツ大会を行う。 実施 継続して実施
千葉市小学校区を21ブロックに分けて、尐年球技大会を行い、
2,314人の参加があった。

○ 社会体育課

42

第2期千葉市地域福
祉計画＇仮称（＇平成
23～27年度予定（の
策定

　社会福祉法に基づく、地域住民自らが支え合い、助け合うまちづくりを推進するため
の計画。千葉市社会福祉審議会地域福祉専門分科会を活用し、第1期の計画＇平成18
～22年度（に続き、公助を中心とした第2期計画＇平成23～27年度予定（を策定します。

策定中 策定 平成２３年３月、計画策定 ○ 地域福祉課

43
第2期区地域福祉計
画＇仮称（＇平成23～
27年度予定（の策定

　社会福祉法に基づく、地域住民自らが支え合い、助け合うまちづくりを推進するため
の計画。区地域福祉計画推進協議会を活用し、第1期の計画＇平成18～22年度（に続
き、自助・共助を中心とした第2期計画＇平成23～27年度予定（を各区で策定します。

策定中 策定 平成２３年３月、計画策定 ○ 地域福祉課

44
学校・家庭・地域連携
まちづくり推進事業

　学校･家庭･地域の三者が連携して、各地域の特色ある地域活動を推進することに
よって、子どもの地域に対する愛着をはぐくみます。

全中学校区でまちづく
り推進会議を組織し、
清掃や花植えなど地
域の特徴を生かしたま
ちづくり活動を展開

他課の事業との連携
を進め効率化を図る

中学校区における主な活動内容は、花づくり活動31中学校
区、地域清掃活動27中学校区、文化等交流24中学校区、あい
さつ運動・防犯活動13中学校区であった。また、各中学校区で
の推進会議は、年３回程度開催された。活動の参加人数は、
地域3,938名、保護者4,814名、児童生徒59,802名の合計
68,554名だった。

○ 指導課

45
保育所(園)地域活動
事業

　保育所の専門機能を活用し、世代間交流、異年齢交流、育児講座等を実施します。
一部の小規模保育所
を除く全ての保育所
＇園（で実施＇93か所（

一部の小規模保育所
を除く全ての保育所
＇園（で実施＇102か所（

公立保育所60か所、民間保育園41か所＇H22新設の小規模保
育所を除く（で実施

○ 保育運営課

46
子育てフォーラムへの
支援

　地域における子育て支援の地域ネットワークの構築などを視野に入れ、地域に活動
しているさまざまな団体、個人が、子育て支援の情報交換の場として実施している地域
の子育てフォーラムを支援します。

地域子育てフォーラム
４か所＇小中台、若
葉、おゆみ野、美浜（

継続して支援
４区に設置された子育てフォーラムの実施を支援。
稲毛区０回、若葉区１回、緑区１回、美浜区３回。
全体でのフォーラムを共催１回。

○ こども企画課

47

地域保健推進員活動
【乳児家庭全戸訪問
事業＇こんにちは赤
ちゃん事業（】

　地域保健推進員(市長委嘱のボランティア)が、２か月児の家庭を訪問します。
地域保健推進員182
人、訪問件数9,600件

地域保健推進員の配
置について地域格差
をなくし、更なるサービ
スの向上を図る

地域保健推進員181人により、2か月児の家庭訪問を実施し、
母子保健サービス等の情報提供等を実施した。

○ 健康支援課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

48
ファミリー・サポート・セ
ンター事業

　子どもを預かってほしい会員に対して、育児を応援をしたい会員を紹介し、会員相互
の援助活動を支援します。

センターを子育て支援
館に移転するととも
に、利便性を拡充

事業内容の充実を図
る

依頼会員と提供会員に会員として登録してもらい、会員相互に
よる援助活動の手助けを行った＇指定管理事業（
・活動件数　21年度7,745件、22年度8,654件
・依頼会員数　21年度2,790人、22年度3,136人
・提供会員数　21年度584人、22年度656人
・両方会員数　21年度428人、22年度481人

○ 保育支援課

48-2 親子教室
　公民館・南部児童文化センターにおいて、子どもと親とが一緒に学ぶ事業を実施しま
す。

実施 継続して実施
公民館及び南部児童文化センターにて、「親子パン作り教室」
など43事業実施、延参加者数1,297人。

○
生涯学習振
興課

48-3
ときめきサタディ＇とき
めきサタディのうち親
子で実施するもの（

　「親子おやつづくり」「親子工芸教室」などの講座を実施します。 実施 継続して実施
南部青尐年センターにて親子で参加するときめきサタディ「親
子おやつづくり」など２事業実施、延参加者数49人

○
南部青尐年
センター

48-4
ユースリーダー養成事
業

　高校生、大学生を中心に千葉市尐年自然の家で宿泊研修を実施し、青尐年活動の
リーダーを養成します。

年１回＇２泊３日（開催 継続して実施

Ｈ２２．８．１４～Ｈ２２．８．１６＇千葉市尐年自然の家（
千葉市内の高校・大学生・青尐年１８名を集め青尐年活動を
推進するうえで、中心となる青尐年のリーダー養成研修を開催
した。

○ 健全育成課

48-5

ときめきサタディ＇とき
めきサタディのうち大
学生のボランティアに
よる講座（

　小・中学生対象講座に大学生のボランティアを活用し、異世代交流を体験させるとと
もに、健全育成を担う講座づくりをします。

実施 継続して実施
南部青尐年センターにてときめきサタディ「スライムで遊ぼう」
の１事業を実施、延参加者数20人。

○
南部青尐年
センター
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

49
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

　仕事と家庭生活の調和の重要性を理解し、働き方を見直す契機とするため、仕事と
家庭生活の調和＇ワーク・ライフ・バランス（の推進の一環として、一斉定時退庁を実施
します。

実施 継続して実施
一斉定時退庁の周知をはじめとする仕事と生活の調和＇ワー
ク・ライフ・バランス（の普及促進を行った。

○ 保育支援課

49
ワーク・ライフ・バラン
スの推進

　仕事と家庭生活の調和の重要性を理解し、働き方を見直す契機とするため、仕事と
家庭生活の調和＇ワーク・ライフ・バランス（の推進の一環として、一斉定時退庁を実施
します。

実施 継続して実施
一斉定時退庁を実施し、ワーク・ライフ・バランスの推進を行っ
た。

○
男女共同参
画課

50
次世代育成支援対策
の推進体制の検討

　民間企業、保育、教育、医療関係者などと連携を図り、市民等への各種情報の提
供、各種イベント、シンポジウム等を通じて、次世代育成支援のための幅広い普及啓
発活動を進める中で、市民の理解の醸成を図ります。
　また、事業主における次世代育成支援などの取組みの普及・促進を図ります。

検討 体制整備 - こども企画課

51
子育てにやさしい働き
方を目指す企業に対
する入札優遇制度

　入札参加資格者登録時に、「次世代育成支援対策推進法」に基づく一般事業主行動
計画の策定企業に対し、発注者別評価点の加点を行ないます。

実施 継続して実施
平成２２年度新規登録業者数１３９者のうち、一般事業主行動
計画策定業者数１６者

○ 契約課

51
子育てにやさしい働き
方を目指す企業に対
する入札優遇制度

　労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにするには、企業の自主的な
取組みが不可欠です。　その環境整備に積極的な企業に対して、市の入札制度の中
で、契約上の優遇について検討します。

入札制度等について
検討

関係課と協議しなが
ら、契約上の優遇制度
を充実

-
男女共同参
画課

51
子育てにやさしい働き
方を目指す企業に対
する入札優遇制度

　労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにするには、企業の自主的な
取組みが不可欠です。　その環境整備に積極的な企業に対して、市の入札制度の中
で、契約上の優遇について検討します。

入札制度等について
検討

関係課と協議しなが
ら、契約上の優遇制度
を充実

- こども企画課

52
男女共同参画事業者
登録制度

　仕事と子育ての両立支援、性別に関わらず登用するなど、男女が共に働きやすい職
場環境づくりをしている企業を募り、登録事業者とし、登録証を発行します。

Ｈ22年度からの新規
事業

制度の周知及び登録
事業者を拡大

・要綱を設置した。
・イメージマークの公募を行い、審議会に諮り決定した。

-
男女共同参
画課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標４ 仕事と家庭生活の両立支援
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

53
男女共同参画優良事
業者表彰

　仕事と子育ての両立支援、性別に関わらず登用するなど、男女が共に働きやすい職
場環境づくりをしている企業を表彰します。

男女共同参画を推進
する優良事業者を表
彰

継続して実施 表彰件数０件 △
男女共同参
画課

54
企業の社内研修等の
場を活用した出前講
座

　結婚前の方や子育て中の方に、企業の社員研修等の場を活用して、「家庭教育講
座」などの出前講座を実施するとともに、その場を活用して市の子育て支援に係る情
報の提供を行います。

出前講座の中で実施 継続して実施
出前講座等を通じ、各種子育て支援施策の情報を提供すると
ともに、子育て支援に対する意識の醸成を図った。

○ こども企画課

55
父親の育児休業取得
の推進

　事業主等に対して、父親の育児休業取得促進や子育て期間中の勤務時間短縮など
についての普及・啓発を行います。

出前講座の中で実施 継続して実施
出前講座等を通じ、各種子育て支援施策の情報を提供すると
ともに、子育て支援に対する意識の醸成を図った。

○ こども企画課

56
職場と家庭生活等と
の両立を支援する多
様な制度の普及促進

　育児休業や介護休業、子育て期の勤務時間短縮等措置など、家庭生活等との両立
を支援する制度について情報誌等で情報提供を行います。

情報誌「ハーモニーち
ば」を年２回発行

継続して実施 情報誌「ハーモニーちば」を6,000部発行した。 ○
男女共同参
画課

56
職場と家庭生活等と
の両立を支援する多
様な制度の普及促進

　育児休業や介護休業、子育て期の勤務時間短縮等措置など、家庭生活等との両立
を支援する制度について情報誌等で情報提供を行います。

業界紙「ゆるり」に記
事を掲載し、年4回、
25,000部発行。「働く市
民のガイドブック」を
5,000部発行

業界紙掲載は同様の
内容を毎年続け、「働
く市民のガイドブック」
については、3年に１
度改訂し発行

勤労市民ニュースを＇財（千葉市勤労者福祉サービスセンター
発行のフリーペーパー「ゆるり」に6回掲載した。
技能職ガイドブック「技あり」を3,000部作成し、区役所、図書館
等に配布した。

○ 産業支援課

57
子育て支援関係事業
における父親の育児
参加奨励

　地域子育て支援センター等において、父親の育児参加を促進する講座やイベントな
どを実施します。

催し等の企画を実施
子育て親子間の交流
を促進する企画を拡
充

各地域子育て支援センター等において、父親の育児参加を促
進する講座やイベントなどを実施した。

○ 保育支援課

58
男女共同参画推進啓
発事業

　ゆたかな男女共同参画社会を目指して講演会、情報誌発行などの啓発を行います。

ハーモニー講演会、職
員対象講演会を開催
するとともに、人権啓
発資料などを作成

継続して実施

・ハーモニー講演会を実施、参加者356人
・職員対象講演会を実施、参加者217人
・男女共同参画啓発カレンダーを8,000部作成し、市内公共施
設に配布。

○
男女共同参
画課

59
女性センター運営事
業

　男女共同参画を進めるための調査・研究や情報の収集・提供、各種・講座・イベント
の実施、専門のカウンセラーによる「女性のための生き方相談」、団体などの交流・ネッ
トワークなどの事業を実施します。

調査研究事業、研修
学習講座、女性セン
ターまつり、女性
フォーラムなどを実施

継続して実施

・「職場でに均等待遇に関する調査」、「女性相談の内容分析
と今後の事業展開に関する調査研究」の２つの調査を実施し
た。
・女性のための相談を行った。相談者1,409人、相談件数9,028
件。
・ハーモニーサロンを４回開催、参加者31人

○
男女共同参
画課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

60 男女共同参画週間
　男女共同参画社会の推進に向けての啓発、ポスターPRなどを12月に実施します。ま
た、男女共同参画の推進に著しく貢献し、又は積極的に取り組んでいる事業者の方の
表彰を行います。

ポスターを作成するな
ど男女共同参画週間
の啓発を図る

継続して実施
・男女共同参画啓発のためのポスターを350枚作成。市内公共
施設で配布した他、モノレール、電車の駅、バスの車内に掲示
した。

○
男女共同参
画課

61
男女共同参画社会の
形成に影響を及ぼす
苦情及び相談受付

　男女共同参画施策についてのご意見、性に基づく人権侵害に対する被害者救済など
についての相談を行います。

苦情処理、相談の実
施

継続して実施
・男女共同参画相談＇苦情処理（を実施した。
相談件数０件、苦情申出０件

○
男女共同参
画課

62 就職サポート事業
　求職者に職業適性や面接の対処方法、履歴書や職務経歴書の書き方指導などの個
別指導を行います。

キャリアカウンセリン
グやセミナーの実施

継続して実施

蘇我勤労市民プラザに設置したカウンセリングコーナーでの相
談受付が136件、中央・花見川・稲毛・若葉の区役所における
出張相談受付が198件、その他に千葉経済大学において就職
関連セミナーを実施。

○ 産業支援課

63 認可保育所の整備等

①認可保育所の新設
　保育需要や待機児童の動向を注視しながら民間保育所を新設します。
②保育所の改築
　老朽化した民間保育園を改築し、併せて入所定員を増やします。
③保育所の定員変更＇定員増（
　待機児童が発生し、又は発生が見込まれる地域の民間保育園の増築や分園設置を
促進することなどにより、入所定員を増やします。
④保育所定員の弾力化
　入所定員の弾力化＇施設・設備等の基準を満たす範囲内で、定員を超えて保育を行
う（を継続して実施します。

入所児童数10,906人 入所児童数12,805人

１　新設
　　　千葉みなとのぞみ保育園　　　　定員 30人
　　　いろは保育園　　　　　　　　　  　　定員 30人
　　　稲毛ひだまり保育園 　　　　　　　定員 59人
       茶々まくはり保育園　　　　　　　　定員110人
２　改築
　　　若梅保育園　　　　　　　　　　　　　定員15人増
３　定員変更
　　　チャイルド・ガーデン保育園　 　定員30人増

△ 保育支援課

64 休日保育事業
　日曜日・祝日、年末の保育需要に対応するため、休日の保育を認可保育所で実施し
ます。

民間保育園３か所で
実施＇中央区、緑区、
美浜区（

民間保育園６か所で
実施＇全区（

民間保育園３か所で実施
・利用延人数　21年度1,513人、22年度1,446人

○ 保育運営課

65 一時預かり事業
　保護者の疾病、冠婚葬祭、または育児疲れ等による保育需要に対応するため、認可
保育所および一部の保育ルームで、一時的にサービスを実施します。＇原則１か月当
たり７日限度（

市内19保育所＇園（で
実施

市内37保育所＇園（で
実施

公立保育所4か所、民間保育園15か所で実施
・利用延人数　21年度12,711人、22年度14,653人

○ 保育運営課

66 特定保育事業
　保護者の断続的・短時間就労等、多様化する就労形態に基づく保育需要に対応する
ため、認可保育所において保育サービスを提供します。＇週２日または週３日（

市内19保育所＇園（で
実施

市内26保育所＇園（で
実施

公立保育所4か所、民間保育園15か所で実施
・利用延人数　21年度30,132人、22年度27,080人

○ 保育運営課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

67 延長保育事業
　保護者の勤務条件や家庭の事情などにより、通常の保育時間＇午前７時から午後６
時まで（を超えて保育を必要とする児童について、午後８時＇一部の保育所は午後７
時（まで保育を行います。

市内97保育所＇園（で
実施

市内122保育所＇園（で
実施

公立保育所58か所、民間保育園45か所＇全民間保育園（で実
施
・利用延人数　21年度47,790人、22年度50,230人

○ 保育運営課

68 産休明け保育事業
　産休明けにより保育に欠けることとなる乳児について、指定する市立保育所・民間保
育園において通常の保育時間の範囲内で保育を行います。

市内96保育所＇園（で
実施

市内121保育所＇園（で
実施

公立保育所14か所、民間保育園＇全民間保育園（15か所で実
施

○ 保育運営課

69 障害児保育事業
　障害を有する就学前児童で、保護者の就労等の事由により保育に欠ける者につい
て、市立保育所・民間保育園において集団保育を行います。また、発達障害児の保育
の充実を図ります。

全ての保育所＇園（で
受入れ

全ての保育所＇園（で
受入れを継続して実
施。発達障害児への
対応として保育士を加
配

公立保育所55か所、民間保育園28か所で実施。
うち、発達障害児保育支援員配置は公立保育所3か所、民間
保育園2か所で実施。

○ 保育運営課

70
子どもルーム整備事
業

　小学校低学年の児童を対象に授業終了後に遊びと生活の場を提供するため、小学
校の空き教室及び公共施設等を活用し整備します。
　原則、全小学校区に子どもルームを設置することを目標とし、併せて待機児童が多
数発生しているルームは増設を図り、また、狭隘、老朽化している施設の改善も図りま
す。

117か所＇107小学校
区（
(H22.4.1現在)

全小学校区に設置
1か所を増設＇小中台地区（し、施設改善2か所を実施した。
開設ルーム数117→118、小学校区107→105
(H23.4.1現在（

○ 健全育成課

71
子どもルーム運営事
業

　平日は、午後１時から６時まで＇希望により７時まで延長（、土曜日は、午前８時30分
から午後４時30分まで運営します。
　運営に当たっては、指導員の適正配置、指導体制、研修の実施を行うとともに、処遇
の改善を行います。

利用児童数6,349人
＇利用率24.2％（

利用児童数7,591人
＇利用率29%（

利用児童数　6,461人
＇利用率25.0％（
待機児童数：　100人　→　79人

○ 健全育成課

72 家庭的保育事業 　保育所に代わり有資格の「家庭的保育員」が自宅で尐人数の保育を実施します。
家庭的保育員登録者
数16人

制度の見直しや研修
の拡充実等により、登
録者数を拡大

家庭的保育登録者数１２名、受託児童数１６名、連携保育所１
０か所

△ 保育運営課

73
病児・病後児保育事
業

　病気回復期などにあるため保育所等に預けることができず、保護者が就労等により、
家庭での育児が困難な児童を、診療所に併設した施設で保育を行います。

７か所 １2か所
市内７か所の医療機関に委託し、実施
・利用延人数　21年度3,166人、22年度3,992人

○ 保育運営課

74 保育ルーム助成事業
　認可外保育施設のうち助成基準を満たし保育ルームと認定した施設に、保育に欠け
る児童が入所した場合に、その保育料の軽減と保育の向上のため、入所児童数に応
じて助成します。

市内59か所

現行制度を継続して
実施するとともに、３歳
未満児の受入れ促進
のための新たな制度
を検討、実施＇新たな
制度に基づく施設11か
所（

62施設＇うち8施設は新規認定（で実施 ○ 保育運営課
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プラン
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事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

75
企業内保育所助成事
業

　企業内保育所に対する助成の充実を図ります。 実施 継続して実施 助成施設はなし - 保育運営課

76
私立幼稚園預り保育
助成事業

　幼稚園において延長保育を希望する人に対して、２時間以上の預かり保育を行う場
合、保育にかかわる教材費の一部補助を行います。
　また、長期休業中も含めた長時間の預かり保育を実施する体制を整備し、共働きや
子育てへの支援、保育所待機児童の減尐及び幼児教育の振興を図ります。

補助対象園数83園

引き続き継続して実
施。保護者の就労を
支援する預かり保育
の制度の創設につい
て検討し、実施

幼稚園において延長保育を希望する人に対して、２時間以上
の預かり保育を行う場合、保育にかかわる教材費の一部補助
を行った＇補助対象園数：83園)
また、長期休業中も含めた長時間の預かり保育を実施する幼
稚園10園に対し、支援を行った。

○ こども企画課

77
私立幼稚園の障害児
保育助成事業

　障害を持つ園児を受け入れている園に対して経費の一部補助を行います。
補助対象園児数130
人

引き続き特別支援を
要する園児の就園奨
励、保護者負担の軽
減及び特別支援教育
の振興を図る

障害を持つ園児を受け入れている園に対して経費の一部補助
を行った。
補助対象園児数:88人

○ こども企画課

78
保育士等の自己評価
の実施

　子どもの健やかな育ちを保障し、よりよい保育を展開していくため、保育士等の自己
評価を実施し、継続的な保育の質の向上を図ります。

検討 実施
公立民間１０９か所において、千葉市保育士等保育所＇園（自
己評価を試行的実施

○ 保育運営課

79
保育所＇園（職員研修
事業

　保育士が保育現場で求められる多様な課題への対応やそれぞれの職階に与えられ
た要請への対応に必要な、専門的かつ高度な知識や技術を習得するため、職種別研
修や階層別研修などを行います。

実施

研修内容の整理や体
系化により、効果的な
研修計画を構築し、研
修内容の充実強化を
図る

保育現場で求められる、専門的かつ高度な知識や技術を習得
するため、職種別研修や階層別研修などを実施＇派遣研修５３
回　　部門研修７０回（　　　　　　　　　　民間、保育ルームは補
助金を交付。その他公・民の職員からなる市保協へ研修委託
及び補助をおこなった。

○ 保育運営課

80
子どもの健康及び安
全の確保

　看護師等専門職員の確保や嘱託医・関係機関との密接な連携により、保育所(園)が
こどもにとって健康で安全に生活できる場となるよう努めます。
　また、発達障害児の保育の充実を図ります。

実施
発達障害児への対応
として保育士を加配
し、保育の充実を図る

看護師等専門職員の確保や嘱託医・関係機関との密接な連
携により、保育所(園)がこどもにとって健康で安全に生活でき
る場となるよう努めた。また、発達障害児保育支援員を配置し
た。＇公立保育所３名　民間保育園２名（

○ 保育運営課

81
保育を支える基盤強
化事業

　保育士等の自己評価等を踏まえ、保育所＇園（の自己評価を実施し、子どもの成長・
発達を支える保育の専門機関として、保育の一層の充実を図ります。
　また、複雑・多様化する保護者からの要請・相談に対応する保育士等のために心理
アドバイザーを配置します。

検討 実施

保育士等の自己評価等を踏まえ、保育所＇園（の自己評価を
実施し、子どもの成長・発達を支える保育の専門機関として、
保育の一層の充実を図る。また、複雑・多様化する保護者から
の要請・相談に対応する保育士等のために心理アドバイザー
の配置を検討。

△ 保育運営課

82
保育所＇園（の第三者
評価

　保育所で提供されるサービスの質を、公正・中立な第三者機関が専門的かつ客観的
な立場から評価する事業です。保育の質を高めるため、保育士等の自己評価、保育所
＇園（の自己評価に加え、第三者評価の実施についても普及を図ります。

実施に係る検討

保育所＇園（への適切
な情報提供等により、
第三者評価事業の普
及を図る

実施に係る検討 - 保育運営課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

83
エンゼルヘルパ－派
遣事業

　妊娠中、出産後４か月以内で昼間、介護者がいない核家族世帯等に、委託業者から
ヘルパーを派遣し、家事および育児に関するサービスを提供します。

市民の利便性を向上
させながら事業を実施

利用者ニーズを反映さ
せ、利便性を向上

妊娠中または出産後間もなく、昼間、介助者がいない核家族
世帯に、委託事業者からヘルパーを派遣し、家事及び育児
サービスを提供することで、母親の子育てを支援する。

○ 保育支援課

84 母乳哺育の推進
　母乳哺育に関する啓発活動を推進します。新生児訪問を充実するなど、機会を捉え
て母乳哺育の浸透を図ります。また、母乳についての相談を実施するとともに、母乳哺
育への支援･ケアを行います。

母乳哺育向上のため
保健所において母乳
教室を実施

各区保健福祉セン
ターにおいて実施し哺
育率を向上

各区で年間３回実施。受講者数500人。 ○ 健康支援課

85
健康診査等①妊婦健
康診査(Ｂ型肝炎検査)

　妊娠期の健康管理を行うため、医療機関に委託し妊娠中に14回の健康診査を実施
するとともに、受診率の向上を目指します。

妊婦健診を5回から14
回へ拡充し、妊産婦歯
科健診を実施

継続して実施し、受診
率を向上

妊娠中14回の妊婦健康診査受診券を交付。延べ受診数：
98,893人

○ 健康支援課

86
健康診査等②(乳児、
４か月児、１歳６か月
児、３歳児健診等)

　保健福祉センター、協力医療機関等において、各種健康診査を実施するとともに、保
護者に対して各種相談・助言等を実施するとともに、受診率の向上を目指します。

各区において集団健
診を、医療機関委託で
個別健診を実施

継続して実施し、受診
率を向上

各健診受診率
4か月児健診：96.5%　　1歳6か月児健診：92.3%　　3歳児健
診:90.7%　　乳児健診＇３～６か月（：78.2%　　乳児健診＇９～11
か月（：72.4%

○ 健康支援課

87 育児サークルの支援
　育児のための知識の普及と子育てのできる仲間づくりを目的とする育児サークルを
支援します。

各地域において実施 支援内容を充実 育児サークル実施及び協力回数　418回 ○ 健康支援課

88 母親＆父親学級
　初妊婦およびその夫に対し保健師・栄養士・歯科衛生士・助産師が、保健、お産の準
備、保育、父親の役割などをわかりやすく指導します。

各区で月１コース＇3日
間（程度実施

講習内容を充実
母親&父親学級の実施状況：62コース開催、　妊婦1,754人、父
親801人参加。　＇初妊婦の41.3%（

○ 健康支援課

89 育児教室
　集団の親子遊びを通して母親の育児不安を軽減し、積極的に育児に取り組めるよう
にします。

各区８～１０回開催 継続して実施 育児教室53回開催、447人参加。 ○ 健康支援課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標５ 子どもと母親の健康づくり
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

90
妊産婦・新生児訪問
指導

　助産師、保健師が家庭を訪問し、相談指導を実施します。
助産師18人を雇用し、
妊産婦・新生児とも約
1,300件実施

継続して実施
妊産婦訪問件数：3,410件、　新生児訪問延べ件数：2,841件
 (妊産婦・新生児訪問指導員及び保健師による訪問件数（

○ 健康支援課

91 乳幼児歯科相談 　乳幼児を対象に歯科衛生士が、個別に歯科相談を実施します。 年164回実施 継続して実施 乳幼児歯科相談：174回実施、相談者数：1726人 ○ 健康支援課

92 小児肥満予防相談 　３歳児健診で、肥満度15％以上の子どもを対象に栄養相談等を実施します。
健診当日もしくは個別
に相談を実施

継続して実施 小児肥満相談参加者数：176人 ○ 健康支援課

93 育児相談
　乳幼児が心身共に健やかに発育をすることを目的に、保健師・管理栄養士・歯科衛
生士が相談を実施します。

電話や面接などにより
実施

継続して実施 乳幼児相談実施回数：341回　　相談者数：2,213人 ○ 健康支援課

94
育児講座・母子講演
会

　母親学級受講者や乳児を持つ母親を対象に育児や疾病について医師が講演を行い
ます。

各区において育児講
座年1回、母子講演年
4回程度開催

継続して実施 育児講座・母子講演会実施回数：89回、参加者数：3,698人 ○ 健康支援課

95 離乳食教室
　咀しゃく力を獲得するための発達に応じた調理形態及び食品の選択等について、管
理栄養士が支援します。

年51回実施 継続して実施 離乳食教室　実施会場51回 ○ 健康支援課

96
パパママ子育て教習
所

　子どものこころの発達や接し方などについて、心理士が講演を行います。
各区において年3回実
施

継続して実施 ﾊﾟﾊﾟﾏﾏ子育て教習所実施回数：18回、参加者数：460人 ○ 健康支援課

97 2歳児むし歯予防教室
　１歳６か月児健診以降に急増するむし歯の予防を図るため、むし歯予防教室を実施
します。

年218回実施 継続して実施 2歳児むし歯予防教室実施回数:239回、参加者数：3,563人 ○ 健康支援課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

98 小児ぜん息教室 　疾病の理解、健康保持・増進を目的とした講演会とぜん息教室を実施します。
保健所において年１回
実施

継続して実施 小児ぜん息教室実施回数：２回、参加者数：１１１人 ○ 健康支援課

99
不妊専門相談セン
ター・特定不妊治療費
助成

　不妊に関する複雑な悩みに対し、不妊専門相談センターで、専門的・医学的な相談・
支援を行います。
　また、不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図るため、治療費の助成を行います。

不妊専門相談セン
ターは保健所で実施

継続して実施
不妊専門相談件数：３２件、特定不妊治療費助成件数：６４４
件

○ 健康支援課

100 健康教育推進事業
　喫煙防止教育、薬物乱用防止教育等、心身の健康に重点をおいた健康教育を実施
し＇健康教育研究推進校を指定（、充実を図ります。

健康教育研究推進校
＇１校（指定

継続して実施 研究校＇稲丘小（を指定し、健康教育の充実、推進を図った。 ○ 保健体育課

101 各種検診検査事業
　学校保健安全法に基づき、結核、心疾患、腎疾患、脊柱側わん症を始めとする各種
検診検査を実施します。

小学校120校、中学校
57校、特別支援学校２
校で検診事業を実施

継続して実施
学校保健安全法に基づいた、結核、心疾患、腎疾患、脊柱側
わん症の検診等及び検査を実施。

○ 保健体育課

102 学校歯科事業

　歯科衛生士による口腔衛生指導を実施します。また、市内２中学校区の学校で、歯
科医による歯科啓発事業を実施し、内容の拡充を図ります。

　・保健図画・ポスター表彰、8020運動普及及び標語の表彰

口腔衛生指導＇小学校
113校、中学校54校、
特別支援学校２校で
実施（歯科啓発事業
＇小学校6校、中学校２
校で実施（

継続して実施

歯科衛生士による口腔衛生指導を実施した。また、市内２中学
校区＇生浜中、高洲第二中（の学校で、歯科医による歯科啓発
事業を実施した。
　・保健図画・ポスター表彰、8020運動普及及び標語の表彰

○ 保健体育課

103
小学校各種体育大会
等事業

　児童の体力の向上、体力づくりの日常化を促進するため、陸上、表現、球技の各種
体育大会を開催します。

表現運動発表会・陸上
大会・球技大会の実施

継続して実施

表現運動発表会は学校代表１学級、球技大会はサッカー・バ
スケットボール各１チームが近隣校をブロックとして市内小学
校を会場に実施した。陸上大会は、市内を２ブロックに分け、１
ブロックは青葉の森スポーツプラザ陸上競技場で実施したが、
もう１つのブロックは荒天のため中止した。表現運動発表会：
参加66校　参加人数2,136人、陸上大会：参加62校　参加人数
2,040人、球技大会：参加121校　参加人数5,287人

○ 保健体育課

104
中学校運動部活動指
導者派遣事業

　運動部における専門的な指導を充実するため、派遣指導者が必要な学校に対し、教
育委員会が指導者を派遣＇年間（し、内容の拡充を図ります。

必要とする学校に派
遣　62人　24回実施

継続して実施

市内中学校の運動部活動の振興を図るため、運動部における
専門的な指導力を備えた指導員を必要とする学校に対し、民
間指導員を派遣し、内容の拡充を図った。派遣人数62人、配
置学校数：36校、種目数13種目

○ 保健体育課

105 中学校体育大会事業
　スポーツに親しむ資質や能力を育て、体力の向上や健康増進のため市総合体育大
会等を開催します。

県：交通費補助
関東・全国：交通費と
宿泊費補助

継続して実施

７月17日～22日に市総合体育大会を開催した。　＇16種目)
10/15 駅伝の部、 11/ 4 ダンス発表会　参加人数　10,088人。
また、保護者の経費負担削減のために、県、関東・全国大会
の選手派遣費を負担した。

○ 保健体育課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

106
学校体育行事等補助
事業

　児童生徒のスポーツへの関心喚起･意欲醸成のため、本市児童生徒が関わる各種
体育大会経費を負担金として助成します。

各種体育大会等を主
管する市及び県小中
体連への経費を負担
します。

継続して実施
各種体育大会等を主管する市小中学校体育連盟、千葉県中
学校総合体育大会、千葉市開催の関東中学校体育大会等の
経費を負担金として助成した。

○ 保健体育課

107
休日救急診療所管理
運営事業

　休日救急診療所で、休日および年末年始の初期診療を実施します。ねたきり老人及
び心身障害者＇児（の歯科診療を実施します。

診療日数72日、小児
科患者数8,057人＇H20
年度実績（

継続して実施
休日救急診療所の運営を保健医療事業団＇指定管理（で実施
した。

○ 健康企画課

108
救急医療確保対策事
業

　救急医療に対する需要等に合わせ、休日、夜間の初期救急医療体制、二次救急医
療体制の充実・強化を図ります。

診療日数72日＇休
日（、小児科二次搬送
患者数129人＇休日（、
診療日数365日＇夜
間（、小児科二次搬送
患者数430人＇夜間（
＇H20年度実績（

継続して実施
休日・夜間の二次救急医療体制の確保等を保健医療事業団
に委託し実施した。

○ 健康企画課

109
国民健康保険被保険
者証の交付

　子どもの心身ともに健やかな育成に資するため、資格証明書交付世帯のうち、18歳
に達する日以降の最初の3月31日までの間にある被保険者に国民健康保険被保険者
証を交付します。

平成21年12月から実
施

継続して実施

資格証明書交付世帯のうち、18歳に達する日以降の最初の3
月31日までの間にある被保険者に国民健康保険被保険者証
を交付した。
8月更新　934世帯1,392人　2月更新　468世帯693人

○ 健康保険課

110
小児慢性特定疾患治
療研究事業

　小児慢性疾患の治療研究事業を推進するとともに、患者家族の医療費の負担を軽
減します。

実施 継続して実施 小児慢性特定疾患治療研究事業認定者数：９８２人 ○ 健康支援課

111
ぜんそく等小児指定
疾患医療費助成事業

　国の小児慢性特定疾患治療研究事業の対象とならないぜんそく患者等のうち、市の
基準に該当する患者の健全な育成を図るとともに、患者家族の医療費の負担を軽減し
ます。

実施 継続して実施 ぜんそく等小児指定疾患医療費助成事業登録者数：2,811人 ○ 健康支援課

112 未熟児養育医療事業
　出生体重2,000ｇ以下および生活力が特に薄弱の児童を対象に入院養育が必要と認
められた児童について医療費の一部を助成します。

実施 継続して実施 未熟児養育医療給付件数：173件 ○ 健康支援課

113 育成医療給付事業
　身体に障害のある児童等に対し、手術等により障害の除去軽減ができる場合に、医
療費の一部を助成します。

実施 継続して実施 育成医療給付件数:451件 ○ 健康支援課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

114 健康づくり推進事業
　学校における食育指導＇給食時間・総合的な学習の時間・家庭科、クラブ活動（を行
います。

小学校120校、中学校
57校、特別支援学校２
校で食育指導を実施

食育指導を充実
年間指導計画に基づき、各学校の実態に合わせて、発達段階
に応じた食に関する指導を行った。

○ 保健体育課

115
地域における食育の
推進

　食生活改善推進員などのボランティアや関係機関・団体と連携して、親子・子ども料
理教室を開催するなど、地域における食育を推進します。

食生活改善推進員に
よる地域活動回数＇親
子・子ども関係（　150
回

食生活改善推進員に
よる地域活動回数＇親
子・子ども関係（　180
回

食生活改善推進員による地域活動＇親子・子ども関係（の実
施：166回　参加者5,631人

○ 健康支援課

116
地域子育て支援セン
ターにおける食育に関
する講座等

　地域子育て支援センター等の育児講座の中で、食育に関する講座等を実施します。 食育等の講座を実施 継続して実施
　地域子育て支援センター等の育児講座の中で、食育に関す
る講座等を４回実施。

○ 保育運営課

106-2 妊産婦歯科健康診査
　妊娠中、出産後になりやすいむし歯と歯周疾患の予防と早期発見のため、医療機関
に委託し歯科健診を実施します。健診時には乳幼児の口腔ケアについて説明し普及
啓発も行います。

実施 継続して実施
妊婦歯科健診受診者数：2469人(受診率２８．３％（
産婦歯科健診受診者数：1,645人＇受診率１９．８％（

○ 健康支援課

117
保育所における食育
の推進

　野菜の栽培・収穫体験や調理にかかわる体験など千葉市食育推進計画を踏まえ食
育の推進を図ります。食育講座等を実施し、地域の特性を生かした保育所の食育を研
究し推進します。

入所児童を対象に、野
菜の栽培・収穫や調理
体験等、地域の特性
を生かした「食育」を実
施

継続して実施
　日々の生活や遊びの中で食に関する体験＇楽しく食べる食
事、栽培、調理体験等（を通し食育の推進及び職員研修や食
育ホームページの充実を図った。

○ 保育運営課

118
生産者による出張授
業

　小学校における市内産農産物を使用した学校給食共通メニューの日に合せて、食材
を提供している生産者による出張授業及び児童と生産者との給食の会食を行うことに
より、児童と生産者の交流の場を設け、児童及び児童を介してその保護者等に栽培過
程、栽培の苦労及び千葉市農業の概要等を伝え、「食」と「農」に対する関心と理解を
深めることを目的とします。

4回＇校（、4品目
4回＇校（以上、新規品
目を加えた4品目

生産者による出張授業及び児童と生産者との給食の会食を４
回＇校（、４品目実施した。
＇参加児童数４０９人（

○
農政センター
農業生産振
興課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

119
子育ての手引き配布
＇家庭教育資料作成
事業（

　小・中学校入学時の保護者と小学５年生の保護者に、子育て支援の一環として子育
ての手引を配布します。

＜手引＞
「家庭教育応援します～親ナビ」

低学年＇小1（
10,500部
高学年＇小5（10,500部
中学生＇中1（9,500部
）21年3月末に配布

全面改訂から年数が
経っているため、内容
の見直し、改訂を行
い、より時代にあった
ものを提供

家庭教育応援します～親ナビ＠低学年10,500冊、高学年
10,500冊、中学生9,500冊を作成し各小中学校へ配布した。

○ 健全育成課

120

家庭教育支援基盤形
成事業
(1)子育て・親育ち講
座
(2)子育てに関する相
談活動
(3)子育てサポーター
養成講座

　家庭・地域の教育力向上を図るため、家庭教育を支援する基盤として、情報提供・
相談活動・地域の人材育成などを行います。
　(1)地区の保護者を対象に、子育てについての啓発講座を開催します。
　(2)地区の保護者を対象に、グループワーク的な活動を通して子育てについての悩
みの解消を図ります。
　(3)各区の子育てサポーターのスキルアップを目的に年３回程度研修を実施します。

(1)小中3校,幼1園,保1
所
(2)5回
(3)3回

(1)小中3校,幼3園,保3
所
(2)10回
(3)5回

(1)子育て親育ち講座の開催　5回
(2)相談事業の実施　6回
(3)子育てサポータースキルアップ研修の実施＇年3回（

○
生涯学習振
興課

121
教育広報紙「教育だよ
りちば」の発行

　年４回、児童生徒の家庭へ配布、公共施設での配布により、本市の教育施策等に
関する情報を提供します。

年間４回発行
４月号114,000部
７月号、１０月号、１月
号　　各87,000部

年間４回の発行
平成22年7・10・平成23年1月号　87,000部を発行した。平成23
年4月号については、震災のため平成23年度に繰越した。 ○

教育委員会
企画課

122
公民館「家庭教育」啓
発事業

　家庭の教育力の向上を図るため、学習講座を開催するとともに、内容の充実を図り
ます。

講座等を実施
継続して実施し、内容
の充実を図る

公民館にて100事業、延参加者数8,862人。 ○
生涯学習振
興課

123
子育て支援イベント事
業(子育てふれ愛フェ
スタ（

　子育て中の親子を対象に、イベント等を通じて、親子が楽しく過ごし、「こどもを産み
育てることの喜びを感じてもらう１日」として、子育て観を見直してもらいます。

１回開催
664人

継続して実施
子ども交流館にて子育てふれ愛フェスタを実施した。
参加人数：755人

○ こども企画課

124
ファミリーブックタイム
運動の推進

　「家族で読書に親しむ時間をつくろう」と呼びかける運動を推進します。 啓発活動の実施 継続して実施
平成２３年３月に啓発用パンフレット２種類＇４か月児向け
10,000部、新入学児童向け12,000部（発行。

○
中央図書館
管理課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標６ 次代を担う子どもをはぐくむ教育の充実
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

125 思春期保健対策事業

①生命の尊厳について学び、父性母性の涵養を図ることを目的とし赤ちゃんとふれあ
う体験学習を実施します。
　②思春期のこども及びその保護者等に対して思春期の心とからだの発達と特徴、そ
の対応について知識の普及・相談を実施し、今後、内容の充実を図ります。

①各区１中学校で２～
３回コースで実施

②各区で実施

継続して実施
赤ちゃんふれあい体験学習の実施：4コース、参加者数：435
人

○ 健康支援課

126 ブックスタート 　絵本を通じて親子のふれあいやきずなを深める「ブックスタート」を行います。
ワーキンググループを
立ち上げ実施方法を
検討

実施 ボランティア養成講座の開催：6回×2ｺｰｽ、受講者数158人 ○ 健康支援課

126-2 思春期教室
　思春期の子ども及びその保護者等に対して思春期の心とからだの発達と特徴、そ
の対応について知識の普及・相談を実施します。また、増加する人工中絶や性感染
症への予防教育にも取り組みます。

約２０会場で実施 継続して実施 思春期教室実施回数：20回、参加者数：1,455人 ○ 健康支援課

127 学校評議員制度
　地域ぐるみの教育の成果を生かすとともに、学校･家庭･地域の三者連携を生かした
開かれた学校づくりを推進します。

各校とも評議員会を
開催し、各学校の経
営に関する説明を行う
とともに、地域家庭の
意見をもらい教育活
動に生かしている

継続して実施
学校・家庭・地域の三者連携を生かした、開かれた学校づくり
を一層推進させるために各学校で実施した。

○ 学事課

128 学校二学期制の推進
　学校二学期制の実施により、家庭・地域との連携、教育課程の工夫・改善、きめ細
かな指導など、「ゆとり」の中で特色ある学校づくりを推進します。

二学期制は児童生徒
保護者に定着してい
る。新学習指導要領
への移行は各学校で
試行中であるが、ス
ムースに行われてい
る

継続して実施
新学習指導要領への移行に対応しながら、学校・家庭・地域
に根ざした二学期制を実施し、教育活動の充実に努めた。

○ 学事課

129
尐人数指導教員配置
事業

　生活指導や基礎・基本的な学習内容の確実な定着を図るなど、教科の特性に応じ
たきめ細かな指導を行うための非常勤講師を配置します。

49名の非常勤講師を
派遣

継続して実施
小学校１～３年で３６人以上の学級を有する学年に
、きめ細かな指導を行う学校の具体的な取組に対して
非常勤講師１名を派遣する事業。＇実派遣人数３７人（

○ 教職員課

130
ボランティア教育推進
事業

　ボランティア教育推進指定校にボランティア教育推進委員会を設置し、生徒の主体
性を生かした活動をとおして、ボランティア精神の基礎を養います。

学校内外の清掃活
動、地域の施設の訪
問、敬老会への参加、
ペットボトルキャップ回
収活動等、生徒の主
体性を重視した活動を
実施

生徒が立案して実践
するボランティア教育
を継続して推進

推進校では、生徒がボランティア活動を立案し、学区の清掃・
美化活動、プルタブ回収、敬老会へのボランティア参加等を
行った。各校の実践については、その様子をまとめ、千葉市
教育委員会HP上に掲載し周知を図った。

○ 指導課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

131
子どもの夢をはぐくむ
学校サポート推進事
業

　学校が必要とする人材を必要に応じて派遣し、学校運営を円滑に進め、学習内容の
定着、個に応じた指導の充実等「わかる授業･楽しい教室･夢広がる学校」づくりを推
進します。

学校支援員、学習支
援員、学校協力員を
派遣されている学校で
は、授業の充実が図
られている

支援を希望する学校
へはできるだけ派遣。
派遣時間の拡大を目
指す

平成２２年６月１日から平成２３年３月３１日にかけて、小学校
６３校、中学校１２校の計７５校に学校支援員を配置した。配
置回数は１，７７１回であった。

△ 指導課

132
特色ある学校づくりの
推進

　各学校の自主性・自律性の確立のため、学校の裁量で執行可能な予算を措置する
ことにより、地域の実情に応じた総合的な学習や体験的な学習など、各学校の創意工
夫を生かした特色ある教育活動の積極的な支援を行います。

各学校の特色ある学
校づくりのため、１校
平均300万円の予算を
学校に配付。
小学校120校　、中学
校57校、特別支援学
校　2校

各学校の特色ある学
校づくりのため、１校
平均300万円を支援

　各学校において、教育課程等を工夫し、特色ある学校づくり
を行った。
　特色ある学校づくりのため、小学校322,298千円、中学校
155,099千円、特別支援学校5,581千円を執行した。

○ 学校財務課

132
特色ある学校づくりの
推進

　各学校の自主性・自律性の確立のため、学校の裁量で執行可能な予算を措置する
ことにより、地域の実情に応じた総合的な学習や体験的な学習など、各学校の創意工
夫を生かした特色ある教育活動の積極的な支援を行います。

全小・中・特別支援学
校で地域や学校の特
色を生かした活動を展
開

継続して実施
市内全小学校及び第二養護学校の特色ある教育活動を冊子
にまとめ、市内全小中特別支援学校に配布した。

○ 指導課

133 子ども議会
　小・中・高校生を対象に、市政に対する提言を幅広く募り、会議形式で、市長等との
意見交換を行います。

検討中 継続して実施

子ども議会議員を公募及び各学校への参加依頼により選出。
小・中学生子ども議会議員１２６名により、８月３日に開催し
た。提案はテーマごとに１２本、１０月１３日に提案回答説明会
を実施するとともに、報告書にその取り組みをまとめた。

○ 指導課

134
小学校英語活動推進
事業

　英語を母語とする外国人を、教員の補助者として配置し、市内全小学校5・6年生を
対象に、英語活動を行う。

５・６年児童対象の調
査では、９割以上が
「英語活動は楽しい、
役に立っている」と回
答しており、コミュニ
ケーションを図ろうと
する態度が育っている

外国人講師の配置を
継続するとともに、各
学校での研修を奨励
し、より充実した活動
を実施

市内５・６年全学級に外国人講師を年間３０時間配置し、英語
活動を実施した。

○ 指導課

135
外国人児童生徒指導
協力員派遣事業

　日本語指導の必要な外国人児童･生徒の在籍校に指導協力員を派遣し、個別指導
やグループ指導を実施します。

11名の指導協力員に
より、小中学校98校の
347名の児童生徒に
指導を実施

児童生徒の実情に合
わせ、指導協力員の
人数や対応できる言
語などに適切に対応

日本語指導が必要な外国人児童・生徒の在籍校に、11人の
外国人児童生徒指導協力員を派遣し、個別指導やグルーる
指導を実施した。

○ 指導課

136
市立千葉高等学校海
外・国内科学技術研
修事業

　理数科の特色を生かした授業の一環として、自然の事物・現象に対する関心を高
め、科学的に探求する態度、能力と豊かな国際性を養うことを目的に、１年次は国内
＇伊豆大島（、２年次は海外＇アメリカ合衆国（において科学技術研修を実施します。

１年生は国内＇伊豆大
島（で２泊３日、２年生
はアメリカ合衆国国立
ヨセミテ公園他で６泊
８日の日程で実施

１年生は国内＇伊豆大
島（で２泊３日、２年生
はアメリカ合衆国国立
ヨセミテ公園他で８泊
10日の日程で実施

　理数科の特色を生かした授業の一環として、自然の事物・現
象に対する関心を高め、科学的に探求する態度、能力と豊か
な国際性を養うことを目的に、１年生は国内＇伊豆大島（、２年
生は海外＇アメリカ合衆国（において科学技術研修を実施し
た。

○
千葉高等学
校
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

137
音楽関係中央大会派
遣事業

　関東大会、東日本大会、全国大会等の関東大会以上の大会出場に係わる、児童生
徒の交通費、宿泊費、楽器運送費、練習会場費、参加費等を補助します。

東関東吹奏楽コン
クールに小学校1校、
日本管楽器合奏コン
テスト全国大会に小学
校2校が参加

継続して実施
全国大会への代表校となった学校があったが、東日本大震災
のために全国大会が中止になってしまった。その成果を生徒
たちは地域のために披露してくれた。

△ 指導課

138 学校訪問おはなし会
　地区図書館では、小学校等を訪問し、在籍の児童を対象にブックトークを行うなど、
子どもたちが本に親しむためのきっかけづくりの場を提供します。

対象者　2,700人 対象者　2,900人
　一部地区図書館にて学校訪問おはなし会等を実施した。10
施設1,747人。

○
中央図書館
情報資料課

139
特別非常勤講師配置
事業

　各分野で優れた知識や技術を有する社会人を、小・中学校に派遣し、児童生徒の個
性を生かす多様な教育の一層の充実を図ります。

９人の特別非常勤講
師を週２時間24週、９
校の小中学校に派遣

継続して実施 小学校8校、中学校１校に９名の特別非常勤講師を派遣した。 ○ 指導課

140 外国青年招致事業
　中学校、高等学校に外国語指導助手＇ＡＬＴ：日本人英語教師との協同授業を業務と
する（を配置する。今後は、ＡＬＴの増員を目指し、中学校、高等学校への配置増加を
図ります。

19名のＡＬＴを配置し、
生徒のコミュニケー
ション能力の育成等に
成果をあげている

ALTの採用数を増や
し、中・高等学校への
配置日数の増加を目
指す

中学校・高等学校に１９名の外国語指導助手等を配置し、生
徒のコミュニケーション能力等の育成に成果をあげた。

○ 指導課

141
学校図書館充実推進
事業

　学校図書館指導員は、図書の整理・環境整備、児童生徒の読書相談対応、読み聞
かせ活動等の業務を行います。
　また、読書センター機能に加え、学習･情報センター機能を学校図書館に付加するた
め、児童生徒個々の課題に応じた図書の充実に努めます。

全小中学校に学校図
書館指導員120名を配
置。
）小学校へ64名＇１校
１名週４日勤務が８
校、残り112校は１名
が週２日ずつ２校を勤
務（、中学校へ56名＇１
校１名週４日勤務（

学校図書館指導員の
資質向上を図るととも
に、小・中学校におけ
る指導内容や方法の
一層の充実を目指す

全小中学校に120名の学校図書館指導員を配置し、読書活動
の充実推進を図った。結果、小学生の１１月2週間の平均読書
冊数は１５．３冊＇昨年度10.0冊（、中学生は６．３冊＇昨年度
4.1冊（と読書量がさらに向上した。

○ 指導課

142
姉妹友好都市交流事
業

　海外の同等校と姉妹校、交流校の提携を結んで相手校の児童生徒の作品、手紙の
交換等を行います。

手紙等による交流活
動を数校で実施

海外の学校との交流
は、児童生徒の国際
理解を促進する上で
有効であるため、継続
して実施

海外の同等校との間で姉妹校、交流校の提携を結び、相手
校の児童生徒のホームステイや、作品、手紙の交換等を行う
費用を補助した。

○ 指導課

143
外国人児童生徒指導
教室運営事業

　専任教員を配置し、外国人児童の日本語の習得や、学校生活への適応を図りま
す。

現在２校の小学校に
指導教室が設置され
ており、学習面や生活
適応の面で成果を上
げている

日本語指導が必要な
児童生徒へ対応する
ため、指導教室の増
設も視野に入れる

専任教員を配置し、外国人児童の日本語の習得や、学校生
活への適応を図る。　小学校2校に配置した。

○ 指導課
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144
小学校新設校建設事
業

　宅地開発に伴う児童数の増加による学校の過大規模化の解消を図るため、新設校
を建設します。

事業予定なし 継続して実施 該当なし - 学校施設課

145
小学校校舎等改築事
業＇市立緑町小学校（

　老朽化した小学校の建て替えを実施し、平成25年4月の供用開始を目指します。 改築実施設計
平成25年４月全面供
用開始を予定

緑町小学校校舎等改築 ○ 学校施設課

146
中学校校舎等改築事
業＇市立松ヶ丘中学
校（

　老朽化した中学校の建て替えを実施し、平成25年4月の供用開始を目指します。 改築実施設計
平成25年４月全面供
用開始を予定

松ケ丘中学校校舎等改築 ○ 学校施設課

147 各種修繕事業
　学校施設が安全かつ正常に機能するよう、施設の老朽化した建物や設備を計画的
に改修します。プール付属屋の改築工事、各種修繕工事等を行います。

小中学校の突発的な
修繕に対応

危険性のある修繕を
優先的に実施

小・中学校の修繕の実施 ○ 学校施設課

148
小学校施設機能向上
事業＇中学校施設機
能向上事業（

　学校間の教室環境格差をなくすため、小・中学校の余裕教室を利用してコンピュータ
室、視聴覚室、読書多目的室、保健室、通級指導教室、特別支援学級教室、第二理
科室、適応指導教室に改修します。

〈改修状況〉
コンピューター室＇小学
校120校　中学校56校（、
視聴覚室＇小学校107校
中学校18校（、読書多目
的室＇小学校116校、 中
学校13校（、保健室＇小
学校120校　中学校56
校（、通級指導教室＇小
学校9校（、特別支援学
級教室＇小学校17校　中
学校6校（、第二理科室
＇中学校　22校（適応指
導教室＇小学校4校（

継続して実施 該当なし - 学校施設課

149

小学校屋内運動場耐
震改修事業
＇中学校屋内運動場
耐震改修事業（

　学校屋内運動場の地震災害からの安全を確保するため耐震性を有していない建物
の耐震補強を行います。

小中学校21校 小中学校107校
耐震診断及び補強実施設計＇小4校、中4校（
補強実施設計＇小1校（
耐震補強工事＇小14校、中8校（

○ 学校施設課
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150
小学校特別支援学級
運営事業

　小学校特別支援学級に在籍する児童が使用する備品等の購入を進め、障害のある
児童の学校生活の充実を図ります。

予算の配当状況に応
じて22校に配当

引き続き備品の整備
を実施

小学校23校の特別支援学級及び通級指導教室に、指導備品
の整備を行った。

○ 指導課

151
中学校特別支援学級
運営事業

　中学校特別支援学級に在籍する生徒が使用する備品等の購入を進め、障害のある
生徒の学校生活の充実を図ります。

予算の配当状況に応
じて15校に配当

引き続き備品の整備
を実施

中学校13校の特別支援学級に、指導備品の整備を行った。 ○ 指導課

152
特別支援学校教育振
興事業

　産業現場等の実習に際し、受入事業所での円滑な実習を図ります。今後は、受入事
業所の拡大を目指すとともに、実習内容の一層の充実を図ります。

高等部の生徒が就労
に向けての現場実習
を全員が１回行った。
円滑な受け入れが行
われた

継続して実施 高等部生徒全員の職場実習を円滑に行うことができた。 ○ 指導課

153
要保護･準要保護児
童生徒給食費等扶助
費

　給食費および補助対象となる疾病の治療費を援助し、児童生徒の健康の保持増進
を図ります。

児童生徒約5,500人の
給食費を全額援助

継続して実施
要保護･準要保護児童生徒の保護者に対し、給食費及び補助
対象となる疾病の治療費を扶助した。＇対象人数：6,170人（

○ 保健体育課

154
要保護･準要保護児
童生徒学用品費等扶
助事業

　学用品費、修学旅行費、その他就学に必要な経費を援助することにより、児童生徒
の学校生活を円滑なものとします。

経済的な理由で就学
が困難な児童生徒の
保護者へ必要経費の
援助

継続して実施
要保護･準要保護児童生徒の保護者に対し、学用品費、修学
旅行費、その他就学に必要な経費を援助した。

○ 学事課

155
高等学校育英資金事
業

　生徒１人あたり月額1万円＇年額12万円（を支給します＇入学説明会時に説明、申込
み受付、審査、決定、支給（。

各校とも、それぞれ生
徒22人に支給

継続して実施
　生徒１人あたり月額1万円＇年額12万円（を２０人に支給し
た。

○
千葉高等学
校

155
高等学校育英資金事
業

　生徒１人あたり月額1万円＇年額12万円（を支給します＇入学説明会時に説明、申込
み受付、審査、決定、支給（。

生徒22人に支給 継続して実施 生徒14人に支給した。 ○
稲毛高等学
校
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156
定時制・通信制教育
振興会補助事業

　定時制・通信制高等学校の諸会費負担金などについて補助することにより、勤労青
年の経済的負担を軽減します。

定時制3校、通信制1
校に実施

定時制通信制教育の
振興を図る

　定時制・通信制高等学校の諸会費負担金などについて補助
することにより、勤労青年の経済的負担を軽減した。
対象校数：定時制3校、通信制1校

○ こども企画課

157
特別支援教育児童生
徒学校給食費扶助事
業

　給食費の援助＇1/2（を行います。
児童生徒約400人の
給食費を援助(1/2（

継続して実施
特別支援教育児童生徒の保護者に対し、給食費の扶助(1/2)
を行った。＇対象人数：493人（

○ 保健体育課

158
特別支援教育児童生
徒学用品等扶助事業

　学用品費、修学旅行費、その他就学に必要な経費を援助することにより、児童生徒
の学校生活を円滑なものとします。

支給件数906人
＇H22.3.31現在（ 継続して実施

特別支援学級に在級・通級している児童生徒の保護者に対
し、学用品費、修学旅行費、その他就学に必要な経費を援助
した。

○ 学事課

159
適応指導教室管理運
営事業

　適応指導教室＇ライトポート花見川 ほか（での活動を通じて、自宅等で引きこもり状
態の解消や不登校児童生徒の学校生活への復帰を支援します。

設置個所　４か所 継続して実施 在籍者数　１２８名 ○ 教育センター

160
教育相談指導教室事
業

　個別相談指導、小集団活動、通常学級との交流を通して、生活習慣の確立や対人
関係の改善を図り、原籍校への復帰を支援します。

心理的・情緒的要因
等で原籍校に登校で
きない生徒が27名在
籍

生徒の増加傾向が考
えられることから、今
後も継続して実施する
とともに教室数の確保
と充実を図る

中学校不登校生徒に対して、小集団での活動等を通しなが
ら、学習・生活習慣の確立を図り、原籍校への復帰を支援し
た。

○ 指導課

161
スクールカウンセラー
活用事業

　いじめや不登校などに対応するため、中学校にスクールカウンセラーを配置し、中
学校区の児童生徒、その保護者、教職員からの悩み等の相談にあたります。

スクールカウンセラー
を全中学校57校に配
置し、スーパーバイ
ザーを３人配置

スクールカウンセラー
の小学校及び高等学
校配置への拡充

　いじめや不登校などに対応するため、市内全57中学校にス
クールカウンセラーを配置し、中学校区の児童生徒、その保
護者、教職員からの悩み等の相談にあたりました。また、スー
パーバイザー３名を配置し、困難事例や緊急時への対応、ス
クールカウンセラーへの指導・助言を行った。

○ 指導課

162
子どもと親の相談員
等活用事業

　小学校に「子どもと親の相談員」等を配置し、保護者と連携しながら、不登校や問題
行動などの未然防止・早期発見・早期対応に努めます。

小学校３校に「子ども
と親の相談員」等を配
置

配置校数の拡充
　小学校３校に「子どもと親の相談員」等を配置し、保護者と連
携しながら、不登校や問題行動などの未然防止・早期発見・
早期対応に努めた。

○ 指導課
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163
教育相談長欠対策事
業

　いじめや不登校の問題について電話相談や家庭訪問等を通し、その解消に向けて
学校と連携を図りながら、指導援助に努めます。

児童生徒や保護者の
悩みの解消や不登校
等の改善に向けて効
果を上げている

相談活動の充実や学
校との連携の強化

　いじめや不登校の問題について電話相談や家庭訪問等を
通し、その解消に向けて学校と連携を図りながら、指導援助
に努めました。

○ 指導課

163
教育相談長欠対策事
業

　いじめや不登校の問題について電話相談や家庭訪問等を通し、その解消に向けて
学校と連携を図りながら、指導援助に努めます。

電話相談　　3,000件
学校訪問相談　50件

継続して実施
電話相談　３，３８５件
学校訪問相談　１７９件

○ 教育センター

164
心の教室＇カウンセリ
ングルーム（整備

　生徒の悩み・不安の相談やストレスを和らげる環境を提供するため、中学校にカウ
ンセリングルームを整備します。

H21年度末整備状況
中学校　51校

継続して実施 該当なし - 学校施設課

165 教育相談運営事業
　指導主事・嘱託職員による来所相談、電話相談、訪問相談および精神科医による医
療相談や不登校児童生徒への適応指導を行うグループ活動、学校を通じてリーフレッ
ト等を保護者、教職員に配布する広報活動を行います。

来所相談　400件
医療相談　100件
グループ活動　50件

継続して実施
来所相談　５８９件
医療相談　１１９件
グループ活動　４５件

○ 教育センター

166 教育相談事業
　障害等のある児童生徒および保護者、教職員に対して、来所相談、電話相談、医療
相談、グループ活動等で、ニーズに応じた教育相談を行います。

来所相談件数　850件
来所相談面接回数
6,100回

継続して実施
来所相談９３６件、電話相談１，３９４件、医療相談５６件、グ
ループ活動６０回を実施した。

○
養護教育セ
ンター

167

特別支援教育指導員
配置事業
学校訪問相談員派遣
事業

　小・中学校におけるＬＤ＇学習障害（、ＡＤＨＤ＇注意欠陥／多動性障害（、高機能自閉
症等を含めた障害のある児童生徒への支援体制を推進するために、特別支援教育
指導員の配置、学校訪問相談員の派遣を行います。

特別支援教育指導員
配置児童生徒40人
学校訪問相談員派遣
回数130回

特別支援教育指導員
配置児童生徒60人
学校訪問相談員派遣
回数200回

特別支援教育指導員２０名を前期・後期合計４０校に配置す
るとともに、学校訪問相談員３名を１２４回派遣を行い、各校
の特別支援教育推進体制の整備に向けた支援・指導を行っ
た。

○
養護教育セ
ンター

167-2 標語コンクール 　各中学校の協力を得て、「マナー」などテーマを設定し実施します。
市立中学校全校で実
施

継続して実施
「信頼」をテーマに標語を募集。最優秀賞1作品、優秀賞4作
品、入選5作品、佳作102作品を選考した。

○ 健全育成課
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167-3 わかる授業推進事業
　学習習慣や生活習慣に関する調査等を実施し、児童生徒の学習状況を把握しま
す。その上で、学習指導上の改善に役立て、児童生徒の学力の向上やわかる授業の
推進を図ります。

実施 継続して実施 わかる授業推進検討会議を実施＇５・１２月（ ○ 指導課

167-4
小・中学校補助教材
作成事業

　「わたしたちの千葉市」と「すすむ千葉県」、「伸びゆく千葉市」を補助教材として配布
し、地域の調べ学習の中で活用します。

実施 継続して実施
小学校３年生に「わたしたちの千葉市」を、４年生に「すすむ千
葉県」を、中学校1年生に「伸びゆく千葉市」を配布し、社会科
学習用として活用した。

○ 指導課

167-5
理科支援員等配置事
業

　外部人材を理科支援員として活用することにより、小学校における理科教育の充
実、特に観察・実験活動の充実をります。

理科支援員
39名を39校に配置

平成24年度で廃止
理科支援員３９名を委嘱、３９校に配置し、理科学習の環境整
備及び学習支援を行い、児童の科学への興味・関心を高め
た。

○ 指導課

167-6
特別支援学級等施設
の整備充実

　特別支援学級や通級指導教室の教室改修や指導用備品の整備を行います。
現状を把握して改修
校を決定・新設校に備
品を整備

継続して実施
新設した知的特別支援学級８校＇小学校６校、中学校２校（に
対し、指導用備品を整備した。

○
養護教育セ
ンター

167-7 環境教育教材の作成 　環境について分かりやすく解説した教材をそれぞれの年代層ごとに作成します。

小学生用、中学生用
各１万部を作成し、市
内の小・中学校に配
布

継続して実施 小学生版及び中学生版各10,000部を作製、学校へ配布した。 ○ 環境保全課

167-8
環境学習モデル校の
指定

　学校や地域における環境学習の拠点として、毎年小学校６校、中学校６校を「環境
学習指定モデル校」に指定します。

指定校において活動
を行い、報告書に取り
まとめたほか、H22年2
月に発表会を実施

継続して実施

　学校や地域における環境学習の拠点として、毎年小学校６
校、中学校６校を「環境学習指定モデル校」に指定。各校ごと
の活動は事例集にまとめ、Ｈ23.2月には、活動事例発表会を
開催した。

○ 環境保全課

167-9
教育相談ダイヤル２４
事業

　指導課相談電話をフリーダイヤルにして、利便性を図るとともに、子どもたちがいじ
め問題や家庭内の悩み等、気軽に相談できる体制作りに努めます。

実施 継続して実施
9:00～17:00については、嘱託職員による対応、17:15～8:30に
ついては、県とともに業者と委託契約を結び、２４時間相談体
制を整えた。また、小学校新入生にホットカードを配布した。

○ 指導課
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進捗
状況

課

167-10 相談事業 　児童生徒・無職尐年・保護者・学校からの来所や電話による相談活動を行います。
864件＇中央及び東西
南北各分室（

継続して活動
電話相談　150件　　来所相談　130件
青尐年サポート来所相談　655件
合計　935件

○
青尐年ｻﾎﾟｰ
ﾄｾﾝﾀｰ

167-11 校内LAN整備
　１７年度から全小中学校の普通教室や特別教室等でインターネットを利用した学習
が可能な校内LAN整備を順次行い、すべての教科・領域において情報活用能力の育
成を図ります。

170校 174校

　市立小学校及び特別支援学校＇統廃合予定校を除く（への
校内ＬＡＮの整備を行った。
　中学校校内ＬＡＮ及び小中学校ＰＣ教室のリース更新した。
　以上の整備による約8000台の端末をひとつのネットワークと
して結びつけたCabinet統合システムを構築し、平成23年2月1
日より運用を開始した。

○ 教育センター

167-12
国際理解教育推進事
業

　教科・道徳・特別活動及び「総合的な学習の時間」の中に国際理解教育に関する内
容を意図的・計画的に位置づけて実施します。

実施 継続して実施
国際理解・帰国児童生徒教育を推進するため、小中学校の校
長及び教員を委員とした研究推進協議会年4回開催した。

○ 指導課

168
千葉市国際文化フェ
スティバル

　姉妹・友好都市の文化・芸能を紹介するため、文化芸能団を招聘し、千葉市国際文
化フェスティバルを開催しています。

参加者902人
＇平成21年10月18日
開催（

継続して実施
プレイベント＇ｾﾝｼﾃｨｴﾝﾄﾗﾝｽ（　参加者　 １１０人
本公園＇市民会館大ホール（　参加者  　７５７人
国際理解講座＇本町小学校（　参加者　  ２９０人

○
国際交流課
国際交流協
会

169
ちば市国際ふれあい
フェスティバル

　外国人市民と日本人市民の交流の場を創設し、団体相互の連携を図ります。
参加者2,000人＇平成
22年2月21日開催（

継続して実施
国際交流団体等による、ステージ発表、パネル展示による活
動紹介、バザー等を実施した。
参加団体　３５団体、参加者数＇２，０００人（

○
国際交流協
会

170 多文化理解推進事業 　外国人市民と日本人市民がPAPチームとして親子三代夏祭りに参加します。 参加者　56人 継続して実施 参加者106人＇うち外国人51人（ ○
国際交流協
会

171 情報収集・提供
　日本語の理解が十分ではない外国人市民等に対して翻訳して情報提供を行いま
す。

実施 継続して実施
ホームページ運営、協会情報誌発行、多言語情報誌発行、協
会広報キャンペーン、情報ラウンジ

○
国際交流協
会
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172
国民皆保険制度の周
知

　国民皆保険制度の周知を図るため、高校・大学等で出前講座およびポスター掲示な
どを行い、制度の啓発を図ります。

未実施
出前講座およびポス
ター掲示を実施

平成２２年度事業予定なし＇次年度以降実施予定（ - 健康保険課

173 ３Ｒ教育・学習の推進
　ごみ減量・再資源化に関する意識を向上させ、生活習慣として定着させるため、特
に、教育効果の高い幼尐期に、幼児および小学生向けの３Ｒ啓発教育図書を製作し、
保育所・幼稚園・小学校に配布することにより、環境教育の推進を図ります。

21年度は、要望のあっ
た保育所・幼稚園・小
学校などに配布

継続して実施 要望のあった保育所・幼稚園・小学校などに配布中。 ○
廃棄物対策
課

174 ごみ分別スクール
　３Ｒ等について、体験を通じて学習することにより、自ら地域社会の一員として進ん
で協力しようとする意識を醸成し、将来的なごみ減量効果等を目的に、環境教育の充
実により、ごみ減量の意識向上や実践行動の普及を目指します。

全市立小学校＇120
校（で実施

千葉大学附属小学校
等を追加し、実施校を
拡大

公立の１２０校に加え、千葉大学附属小学校、市立第二養護
学校、千葉大学附属特別支援学校を加えた１２３校で実施し、
８，９３０名の児童が参加した。

○
廃棄物対策
課

175
地球環境保全ポス
ター
「ごみ減量」

　次代を担う子どもたちに、ごみ減量やリサイクルについて考えてもらうため、ごみ減
量に関する「ポスター」作品を募集し、ごみ減量および資源化の促進を図ります。
　入選作品は、市内で展示を行います。

作品応募数2,878点
引き続き、応募数の増
加を図る他、作品の啓
発利用を充実

環境調整課、環境保全課との合同事業として、「地球温暖化」
「身近な水辺」「ごみ減量１/３」の３テーマでポスターを募集し
た。「ごみ減量」テーマでは、１７３名の小学生児童から応募が
あった。

○
廃棄物対策
課

176
小学生によるごみ出し
チェック

　ごみ分別スクールを受講した小学4年生を主な対象として参加者を募り、小学校の
周辺にある町内自治会の協力のもと、参加者である小学生にごみステーションやごみ
の分別状況をチェックしてもらうことで、ごみ分別の理解を深めてもらうとともに、チェッ
ク内容を自治会にも提示することで市民の「分別収集の徹底」と「ごみ出しマナーの向
上」の意識向上を図ります。

市内18地区で実施、
216人の小学生が参
加

参加者の増 市内１７か所で実施し、２９８名の児童が参加した。 ○
廃棄物対策
課

177
みどりの尐年団育成
事業

　次世代を担う尐年・尐女に森林の果たす役割・機能の重要性について理解を図ると
ともに、花の栽培を通して植物への関心を深めてもらいます。
　①みどりの学習会開催(内浦山県民の森等でのみどりの学習会)
　②みどりの尐年団の花づくり学習会等の活動支援
　③みどりの羽根募金活動に参加など

みどりの尐年団員数
571人

団員数の増
みどりの尐年団育成協議会開催
みどりの学習会開催＇昭和の森（
花づくり学習会等の活動支援

△
農政センター
農業経営支
援課

178 農山村留学推進事業
　県内や長野県の農山村等に宿泊し、自然体験活動を行うとともに地元の小学生や
地域住民との交流を図ります。地域の特色を生かした農林漁業等の体験活動を取り
入れるなど、事業内容の一層の充実を目指します。

千葉県内で7,580人、
長野県で1,050人が参
加し、農山村留学を実
施

体験活動の充実を図
り、継続して実施

8月20日から24日まで4泊5日で、23校の小学6年生1,025名
が、長野県での農山村留学に参加した。また、97校の小学6
年生7,842人が、千葉県内の宿泊施設を利用した農山村留学
に参加した。

○ 指導課
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179 移動教室
　千葉市尐年自然の家を利用した自然体験等を通して、児童の自主性や社会性、豊
かな心の育成を図ります。

市内120校の5年生児
童8,828人が参加し、
尐年自然の家の
フィールドを生かした
活動を体験

継続して実施
市内小学校の全５年児童8,796名の児童が千葉市尐年自然
の家において実施した。

○ 指導課

180 長柄げんきキャンプ
　他校との合同宿泊学習を通して、基本的な生活習慣を身に付け、社会性を高めま
す。

本年度の計画に従っ
て全70校702名が参加
して実施した。合同実
施校どうしでの交流を
深めたり、長柄尐年自
然の家の施設や自然
環境を生かして、様々
な活動に取り組んだ。

複数校が合同で実施
することを生かして、
尐年自然の家のスタッ
フと協力してプログラ
ムの開発を進めたり、
担当者どうしの情報交
換や、子どもたちの交
流活動をさらに推進

小学校５４校４７５名、中学校２５校２３２名、特別支援学校２校
８２名、合計８１校７８９名が参加した。 ○ 指導課

181
長柄ジョイントキャン
プ

　豊かな自然環境の中で、様々な体験活動を通しながら自主性・社会性をはぐくみ、
学校復帰を促します。

実施回数２回 継続して実施
千葉市尐年自然の家で長柄ジョイントキャンプを年２回実施、
参加者７０人

○ 教育センター

182 長柄ハッピーキャンプ 　集団生活を通して社会性を向上させ、通常学級での適応力を高めます。
キャンプ実施日数2泊
3日、参加児童生徒数
31名

キャンプ実施日数2泊
3日、参加児童生徒数
40名

キャンプ実施日数2泊3日、参加児童生徒数２８名＇小学校２～
４年生（、指導者２４名で実施した。

○
養護教育セ
ンター

183 科学館管理運営事業
　子どもたちの探究心向上と創造力育成のための参加体験型「千葉市科学館」の管
理運営を行います。

目標利用者数である
年間30万人を達成

平成24年度からは、
新たな指定管理者と
目標利用者数を設定

　年間利用者数389,213人。 ○
生涯学習振
興課

184
ふれあいパスポート
事業

　市内施設を土曜日に無料＇一部有料（で利用できるパスポートを配布します。
継続して配布を実施
＇88,000部（

継続して配布を実施
市内在住在学の児童・生徒にリーフレット＇カード含む（を
88,000部配布した。

○
教育委員会
企画課

185
文化ふれあい振興事
業

　青尐年を対象に、様々な芸術文化の分野について、体験講座及び発表会を実施し
ます。

平成21年度
出演者、スタッフ49人
観覧者741人

文化芸術振興を担う
人材の育成と裾野の
拡大

事業予定なし - 文化振興課
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186 芸術文化鑑賞事業
　小・中学校音楽鑑賞教室、小・中学生のためのオーケストラコンサートを実施しま
す。

音楽鑑賞教室では、
中学校13校4,535人の
生徒が鑑賞。オーケス
トラコンサートでは、約
5,000人が鑑賞

義務教育の間に1回
は、音楽鑑賞教室に
参加。オーケストラコ
ンサートの入場者数
5,000人以上

小・中学校音楽鑑賞教室、小・中学生のためのオーケストラコ
ンサートを実施した。音楽鑑賞教室では、中学校13校4,535人
の生徒が鑑賞、オーケストラコンサートでは、約3,400人が鑑
賞した。

○ 指導課

187
南部児童文化セン
ター事業

　各種講座の開催、尐年団体育成、活動の場の提供等、子どもたちを中心とした利用
者のニーズに適合した事業を推進し、充実を図ります。

15事業程度の講座の
開催を予定

継続して実施 年間14事業、延参加者数552人。 ○
生涯学習振
興課

188 尐年尐女科学クラブ
　講師の指導による科学工夫工作の活動を通じ、科学的なものの考え方や豊かな想
像力を育成します。「千葉市科学館」の教育普及事業として実施します。

月３回程度の活動を
実施

継続して実施 月３回程度の活動を実施。 ○
生涯学習振
興課

189 アストロクラブ
　講師の指導により、天体望遠鏡の製作と天体観測等を行います。「千葉市科学館」
の教育事業として実施します。

月１回程度の活動を
実施

継続して実施 月１回程度の活動を実施。 ○
生涯学習振
興課

190
尐年自然の家運営事
業

　子どもたちによる生活体験、自然体験、共同宿泊体験等の教育的体験活動を行い
ます。

年間想定利用者数６
万人
＇利用実績（
平成17年度79,248人
平成18年度73,285人
平成19年度75,074人
平成20年度79,180人
平成21年度79,235人

老朽化による施設の
機能低下をPFI事業者
に適正な管理を実践
させることで、抑制す
るとともに、事業運営
の工夫により当初の
目標利用者数を維持

PFI・BTO方式により施設の維持管理及び事業運営業務を特
別目的会社㈱千葉フィールズパートナーズが実施し、全市立
小学校１２０校５年生の移動教室を受け入れたほか、一部の
小学校６年生の農山村留学、特別支援学校・学級のげんき
キャンプなどの受け入れ及び、青尐年健全育成団体や家族
利用の受け入れを実施した。
また、尐年自然の家主催事業として、マンスリーウィークエン
ド、ファミリーキャンプほか１７事業を開催予定であったが、３
月の東日本大震災の発生による影響により１事業を中止し
た。
＇利用実績（平成22年度　77,964人

○ 健全育成課

191 自然教室推進事業 　高原千葉村で３泊４日の体験活動を実施します。 中学校57校 継続して実施 高原千葉村で３泊４日の体験活動を実施した。 ○ 保健体育課

192
親子図書館たんけん
ツアー

　普段見ることのできない自動出納書庫等の図書館施設の見学を行います。＇夏休み
中（

参加者　62人 参加者　80人
中央図書館で「親子図書館たんけんツアー」を実施した。
3回実施、115人応募、110人参加。

○
中央図書館
情報資料課
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193 定例おはなし会 　素話・本の読み聞かせ・手遊び等を行います。 参加者　10,500人 参加者　11,000人
各図書館で「定例おはなし会」を実施した。
763回実施、9,678人参加。

○
中央図書館
情報資料課

194 子ども一日図書館員 　地区図書館の裁量により、「子ども一日図書館員」として職場体験を行います。
実施回数　10回
参加者　98人

参加者　100人
一部地区図書館で「子ども一日図書館員」を実施した。
16回実施、142人参加。

○
中央図書館
情報資料課

195
かるた会・子ども読書
会他

　地区図書館で、ニーズ等に応じ、子ども向けの各種事業を展開します。＇「子ども読
書会」「子ども映画会」「科学で遊ぼう」など（

参加者数　1,050人 参加者数　1,100人
各地区図書館で「かるた会」、「子ども読書会」等を実施した。
かるた会3回実施、53人参加。
子ども読書会他1,280人参加。

○
中央図書館
情報資料課

196
子ども読書の日記念・
夏・冬の親子おはなし
会

　親子を対象に、絵本の読み聞かせや、パネルシアターなどを行います。 参加者数　1,500人 参加者数　1,600人
各図書館で「子ども読書の日記念・夏・冬の親子おはなし会」
を実施した。
66回、1,369人参加。

○
中央図書館
情報資料課

197 わらべうたと絵本の会 　わらべうたと手遊び、絵本の読み聞かせを行います。
実施回数　24回、参加
者数　600人

実施回数　24回、参加
者数　720人

中央図書館、若葉図書館、美浜図書館、花見川図書館で「わ
らべうたと絵本の会」を実施した。
42回実施、810人参加。

○
中央図書館
情報資料課

198 外国語おはなし会 　外国人等の親子を対象に、原語で絵本の読み聞かせを行います。
実施回数　1回、参加
者数　21人

実施回数　1回、参加
者数　30人

中央図書館で「外国語おはなし会」を実施した。
1回実施、30人募集、41人参加。

○
中央図書館
情報資料課

199
親子で楽しむ絵本講
座

　地区図書館においては、わらべうたや手遊びを通して、絵本との出会いの場を提供
します。

参加者数　280人 参加者数　340人
各地区図書館で「親子で楽しむ絵本講座」を実施した。
17回実施、252人参加。

○
中央図書館
情報資料課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

200
子どもが語るおはなし
会

　中学生や高校生が、絵本の読み聞かせを行います。
実施回数　8回、参加
者数　200人

参加者数　200人
中央図書館、若葉図書館で「子どもが語るおはなし会」を実施
した。
７回実施、224人参加。

○
中央図書館
情報資料課

201 子ども読書まつり
　年齢別おはなし会、外国語おはなし会、本に関するクイズやパ
ズル等を総合的に実施します。

実施館数　8
回、参加者数　4,000
人

参加者数　4,800人
各図書館で「子ども読書まつり」を実施した。
6,841人参加。

○
中央図書館
情報資料課

201-2
生涯学習センター青
尐年育成事業

　子どもたちの「体験」を重視した各種講座を実施します。 実施 継続して実施
生涯学習センターにて、子どもたちの体験を重視した環境学
習講座「千葉公園を歩いて世界に一つの本をつくろう」など16
事業実施、延参加者数3,762人

○
生涯学習振
興課

201-3 ゆめチャレンジ
　夢をもってチャレンジを続けている青尐年の団体の支援をし、その成果発表を通して
活動体験に触れます。

実施 継続して実施
南部青尐年センターにて「ゆめチャレンジ」を実施、延参加者
数281人。

○
南部青尐年
センター

201-4
秋のわいわいフェス
ティバル

　施設と季節を有効に活用した体験プログラムを実施します。 年１回開催 継続して実施
尐年自然の家を市民及び長柄町民に開放し、谷津田を使った
体験プログラムなどを実施するほか、地元で収穫した農産物
や加工品の販売などを実施した。

○ 健全育成課

201-5
マンスリーウィークエ
ンド

　施設を有効に活用した体験教育プログラムを提供し家族の再発見やふれあいの場
を充実させます。

年１０回開催 継続して実施

小・中学生を含む家族を対象に、家庭教育の補完的アプロー
チをねらいとして、施設を有効に活用した一泊二日の体験教
育プログラムを提供し、家族の再発見やふれあいの場の充実
を図った。
プログラムは選択制とし、尐年自然の家スタッフやボランティ
アが直接指導を行った。７・８月を除く毎月、年１０回開催し
た。

○ 健全育成課

201-6 ファミリーキャンプ
　ログキャビンを使用することで、自然体験的なまた環境教育的な色彩を強めた展開
とし、家族間の交流などを通し家族のきずなが深まることを促進します。

年１０回開催 継続して実施

小・中学生を含む家族を対象に、自然体験的な、また環境教
育的な色彩を強めた展開の季節に応じた一泊二日の体験教
育プログラムを提供し、家族間の交流等を通して家族の絆が
深まることを促進できる運営を実施した。
７・８月を除く毎月、年１０回開催を予定していたが、３月に発
生した東日本大震災の影響により、第１０回の参加予定者が
全員キャンセルしたため、中止となり、年９回の開催となった。

○ 健全育成課
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プラン
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事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

201-7 エコ体験スクール
　市民活動団体を活用し、地域の施設や自然環境の特性を活かした参加体験型の環
境学習を実施します。

各区にて１回開催
延べ２８４人参加

継続して実施 計4回開催　延べ参加者数148名 ○ 環境保全課

201-8 自然観察会
　市民を対象に市内の身近な自然を楽しむことにより、自然に対する関心を深め、自
然環境に配慮した生活や活動を行うなど自然保護意識の醸成を図ります。

４回／年
定員５０名

継続して実施

開催回数：計4回、延べ参加人数：91人
第１回：H22.6.12＇検見川の浜（　25人、第２回：H22.7.31＇昭和
の森（　22人、第３回：H22.10.11＇鹿島川源流部（　14人、第４
回：H23.1.29＇千城台野鳥観察園（　30人

○ 環境保全課

201-9
姉妹・友好都市提携
記念事業

　公式訪問等の派遣・受入を行うことで、本市の姉妹・友好都市＇カナダ・ノースバン
クーバー市、米国・ヒューストン市、スイス・モントルー市、パラグアイ・アスンシオン
市、フィリピン・ケソン市、中国・天津市、呉江市（との友好親善、相互理解を深めま
す。

５・１０年の節目に実
施

５・１０年の節目に実
施予定

ノースバンクー市友好都市提携４０周年記念公式訪問団を派
遣＇市長、市議会議長　他（

○ 国際交流課

201-10 青尐年交流事業
　相互に青尐年の派遣・受入を行うことで、本市の姉妹都市＇カナダ・ノースバンクー
バー市、米国・ヒューストン市、スイス・モントルー市（との友好親善・相互理解を深め
ます。

毎年３都市の青尐年
交流実施

現状維持

ノースバンクーバー市　高校生を派遣及び受入
　　　　　　　　　　　　　　＇各４名（を実施
ヒューストン市から中学生４名の受入実施
モントルー市へ青尐年３名の派遣を実施

○ 国際交流課

202
私立幼稚園教材費助
成事業補助金

　私立幼稚園の教材費の一部を補助することにより、教育条件の維持向上および保
護者負担の軽減を図ります。

補助対象園数　93園
引き続き幼稚園にお
ける教材整備及び保
護者負担を軽減

　私立幼稚園の教材費の一部を補助することにより、教育条
件の維持向上および保護者負担の軽減を図った。
補助対象園数：92園

○ こども企画課

203
幼保小関連教育推進
事業

　近隣の幼稚園・保育所＇園（・小学校間の交流を通して、幼児教育から小学校教育の
円滑な接続を図ります。

推進校12校、10保育
所、14幼稚園で幼児・
児童の交流活動を実
施

市内全小学校で実施
推進指定校を12校選定し、近隣の幼稚園１３園、保育所(園（
12園と子どもの交流活動、教職員の研修会を通しての相互理
解を図った。

○ 指導課

204
私立幼稚園協会研修
事業等補助金

　幼稚園教諭の研修事業等に要する経費の一部を助成します。 補助額　600万円
幼児教育の振興のた
め、引き続き教諭の資
質向上等を図る

幼稚園教諭の研修事業等に要する経費の一部を助成した。 ○ こども企画課
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事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
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課

205
幼稚園教諭の研修の
充実

　幼稚園教諭を対象にした研修会において、指導・助言を行います。
幼稚園教諭が、幼稚
園教育要領等につい
ての研修会に参加

継続して実施
県教育庁の企画する幼稚園教育課程及び初任者研修会での
研修を支援した。

○ 指導課

206
幼児教育支援セン
ター事業

　幼児教育から小学校教育への円滑な接続をめざし、幼児教育に関する講座の開催
や相談を実施し、保護者等を支援します。

公開講座  １回開催、
参加者200人、幼児教
育相談　22件

継続して実施
千葉市生涯学習センターで公開講座を年１回実施、参加者
203人、幼児教育相談２４件

○ 教育センター
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

207 交通安全施設整備

　高齢者、障害者、妊産婦をはじめ市民にやさしいまちづくりを進めるため、千葉市交
通バリアフリー基本構想で定められた重点整備地区＇市内16地区（において、道路特
定事業計画に沿って、道路標識・段差解消・道路照明・誘導ブロックなどを整備し平成
22年度を目途にバリアフリー化を推進します。

＇H18～H21の実績見
込)
道路案内標識　　20基
段差解消　　764箇所
道路照明灯　　163基
視覚障害者誘導用ﾌﾞ
ﾛｯｸ　　11.7ｋｍ

継続して実施

道路案内標識　　9基
段差解消　　240箇所
道路照明灯　　41基
視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ　　7.4ｋｍ

○ 維持管理課

208
鉄道・モノレール駅舎
のエレベーター等整備

　高齢者、障害者、妊産婦等の鉄軌道利用の安全・円滑化を図るため、駅舎内外の昇
降装置の整備、整備費補助を行います。

段差解消駅
・ＪＲ 17／18駅
・京成6／13駅
・千葉モノ14／18駅

段差解消駅
・ＪＲ 18／18駅
・京成
国の制度改正等に合
わせて継続して実施
・千葉モノ 18／18駅

ＪＲ幕張駅エレベータ＇３基（
京成稲毛スロープ＇１ヶ所（
を整備した。

△ 交通政策課

209 自転車駐車場事業 　自転車駐車場の整備および維持管理を行います。 整備箇所  123ヵ所 継続して実施

自転車駐車場の整備：幕張駅、新検見川駅、千葉駅、蘇我
駅、海浜幕張駅、検見川浜駅、千葉中央駅、千葉寺駅、学園
前駅、おゆみ野駅
保管場の整備：幕張保管場

○
自転車対策
課

210 放置自転車対策事業 　駅周辺の放置自転車を撤去し、安全な歩行空間を確保します。 撤去台数 約30,000台 継続して実施
・撤去台数　自転車 26,846台
　原付 467台　＇計 27,313台（
・撤去回数 337回

○
自転車対策
課

211
公共施設における子
育てバリアフリー化

　本庁・区役所などの公共施設におけるバリアフリー化の状況を把握するとともに、乳
幼児と一緒に安心して利用できるトイレやベビーベッド、授乳室、キッズコーナー等の
設置を推進します。

本庁、６区役所、４保
健福祉センター、中央
コミュニティセンター

調査完了、設置の推
進

本庁舎、区役所、保健福祉センター等の状況調査を行った。 ○ こども企画課

212
水環境ふれあい事業
＇花のあふれるまちづ
くり事業（

　緑区椎名崎地区の農業用水路脇にある水環境施設の広場の一部を利用し、椎名小
学校の全校児童による花壇づくりの一環として、花植えを年２回＇春、秋（実施していま
す。
　農業用水路などの施設を、地域の人々が花壇などに利用することで、地域の農業に
対する理解や関心を高めます。

椎名小学校全校児童
「花のあふれるまちづ
くり事業」と連携し継続
して実施

緑区椎名崎地区の農業用水路脇にある水環境施設の広場の
一部を利用し、椎名小学校の全校児童２１７人による花壇づく
りの一環として、花植えを年２回＇春、秋（実施した。

○
農業環境整
備課

213
子どもたちの森公園プ
レーパーク運営

　子どもたちが自然の中で自分の責任でのびのびと自由に遊べる場を運営していま
す。

子どもたちの森公園プ
レーパークを運営＇週
５日（

継続して実施 引き続き週５日プレーパークを運営した。 ○ 緑政課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標７ 子どもと子育て家庭にやさしいまちづくり
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状況

課

214

公園利用の活性化お
よび子どもたちの健全
育成の場づくりのため
の公園緑地等の活用

　公園利用の活性化、子どもたちの健全育成の場づくり促進のため、プレーパークとし
て、既存の公園緑地等の一部を活用できるよう検討します。

未実施

プレーパークとして公
園緑地等を利用するこ
とについての組織づく
り、ルールづくりと支援

新しい公園のあり方について、こどもの力ワークショップを開催
した。

○ こども企画課

214

公園利用の活性化お
よび子どもたちの健全
育成の場づくりのため
の公園緑地等の活用

　公園利用の活性化、子どもたちの健全育成の場づくり促進のため、プレーパークとし
て、既存の公園緑地等の一部を活用できるよう検討します。

未実施

プレーパークとして公
園緑地等を利用するこ
とについての組織づく
り、ルールづくりと支援

プレーパークの要綱(案)及びマニュアル＇案（を作成した。 △ 緑政課

215 市民の森保全
　土地所有者と契約し、自然と身近に触れ合える憩いの場として開放しています。今後
市民緑地制度への移行を検討します。

土地所有者と契約し、
自然と身近に触れ合
える憩いの場として開
放＇15か所（。今後、市
民緑地制度への移行
を検討

実施
13か所、31.9haの市民の森を保全・開設した。
＇平成22年度に１か所、1.3haを市民緑地に移行（

○ 緑政課

216 街区公園整備 　子どもたちがのびのびと遊べる場を整備します。＇誘致距離250ｍ　0.25㌶（
801箇所＇H22.3.31現
在（

継続して実施
土気東2号公園＇仮称（の施設整備、椿森5丁目公園＇仮称（の
用地取得を実施した。
817箇所＇H23.3.31現在（

○ 公園建設課

217 近隣公園整備 　子どもたちがのびのびと遊べる場を整備します。＇誘致距離500ｍ　２㌶（
63箇所＇H22.3.31現
在（

継続して実施 事業予定なし - 公園建設課

218 地区公園整備 　子どもたちがのびのびと遊べる場を整備します。＇誘致距離１ｋｍ　４㌶（ 9箇所＇H22.3.31現在（ 継続して実施 事業予定なし - 公園建設課

219
子育て支援のための
団地集会所等の活用

　周辺地域の子どもの遊び場や育児サークルなどの活動の場として、市営住宅の団地
の集会所等を活用できるよう検討します。

集会所の活用状況に
ついては、把握をして
いない

地域型集会所の利用
状況の調査

なし - 住宅整備課

220
公園緑地維持管理事
業

　誰もが快適に利用できるよう、公園内の清掃・除草等を行うとともに、公園に設置して
いる遊具や、子どもの遊び場となる広場について、市民・こどもが安全に快適に利用で
きるよう巡回を行うなど、その管理に努めます。

市内1,066公園緑地の
維持管理の実施

公園管理を充実 市内１，０６６公園緑地の維持管理を実施 ○ 公園管理課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

220-2 花壇コンクール
　市民、団体、企業、小・中学生を対象とした種から花を育て、花壇をデザインするコン
クールを年１回開催します。

市内各所の花壇で実
施し、参加団体７３団
体

継続して実施 ７３団体がコンクールに参加した。 ○ 緑政課

221
若年世帯＇子育て世
帯（の居住支援

①特定優良賃貸住宅の入居収入基準の下限の緩和を行い入居しやすくします。

②一定の要件を備えた子育て世帯の入居者負担額を５年間据え置きます。
実施 継続して実施

①入居収入基準の下限緩和を継続し、入居しやすくした。
②子育て支援として、入居者負担額を原則５年間据え置く「の
びのびアシスト」を実施した。

○ 住宅政策課

221
若年世帯＇子育て世
帯（の居住支援

　特定優良賃貸住宅の一部を市営住宅として借上げ、若年世帯の入居を支援します。

市営住宅として借上げ
３団地91戸は、すべて
入居しており、若年世
帯の支援につながって
いる

91戸 若年世帯の入居支援を継続した ○ 住宅整備課

222
子育てに関する情報
を含めた住情報の提
供

　子育て家庭の住まい選びなどに際して必要な子育てに関する情報を、住まいに関す
る情報と併せて提供することができるよう「すまいアップコーナー」におけるサービスの
拡充とホームページの内容の充実を図ります。

実施 継続して実施
「すまいアップコーナー」にて、母子家庭優遇申し込みのできる
公営住宅や、福祉施策等の情報提供を行った。

○ 住宅政策課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

223
子育て短期支援事業
＇ショートステイ事業（

　保護者が病気などの社会的理由により、家庭での養育ができない場合に一時的に児
童福祉施設等で養育を行います。

市内４か所の児童養
護施設等で実施

継続して実施
市内４か所の児童養護施設等に委託し実施した。
・利用児童数　21年度162人、22年度305人
・利用延べ日数　21年度509日、22年度889日

○ 健全育成課

224
子育て短期支援事業
＇トワイライトステイ事
業（

　保護者が仕事等で恒常的に帰宅が夜間にいたる場合や休日に不在の場合などに児
童養護施設で夕方から夜間、休日に養育を行います。

市内３か所の児童養
護施設等で実施

継続して実施
市内３か所の児童養護施設等に委託し実施した。
・利用児童数　21年度319人、22年度369人
・利用延べ日数　21年度1,438日、22年度1,503日

○ 健全育成課

225 里親制度の推進

　保護者のいない子どもや保護者の事情で育てられないこどもの養育を里親に委託
し、要保護児童の福祉の増進を図ります。
　また、里親制度の啓発による里親家庭の増加や里親家庭への支援の充実を図りま
す。

平成21年度委託里親
25人、委託児童数284
人

継続して実施
保護者のいない子どもや保護者の事情で育てられない子ども
の養育を里親に委託し、要保護児童の福祉の増進を図った。
＇委託里親22人、委託児童延べ252人（

○ 健全育成課

226 児童自立支援施設
　不良行為を行った、またはそのおそれのある児童を施設に入所させ自立のための支
援を行います。

２施設、44人 継続して実施
　不良行為を行った、またはそのおそれのある児童を施設に
入所させ自立のための支援を行った。＇1施設、委託児童延べ
60人（

○ 健全育成課

227
退所児童自立定着指
導

　児童養護施設や自立支援施設を退所した児童で、就職したが定着できない概ね１年
未満の児童に対し、施設に依頼し、施設職員が児童を訪問し定着のための指導を行
います。また、就職したものの、定着できない児童を自立援助ホームに入所させ、自立
へ向けて生活指導を行う施設に支援を行います。

平成21年度実績なし 継続して実施
自立援助ホームへ委託し実施した。＇6施設、委託児童延べ47
人（

○ 健全育成課

228 児童養護施設

　保護者がいない、または保護者等の事情により家庭での養育が困難な児童を施設
に入所させ、生活、学習などの指導育成を行い、自立への支援を行います。また、家
庭的環境の確保など機能の拡充や職員の専門性の向上及びケアの質の向上を図り
ます。

18施設、入所児童数
1,592人＇平成21年度
各月初日在籍延べ児
童数（

継続して実施
家庭での養育が困難な児童を施設に入所させ、生活、学習、
などの指導育成を行い、自立のための支援を行った。＇18施
設、委託児童延べ1,730人（

○ 健全育成課

229 乳児院
　保護者がいない、または保護者等の事情により、家庭での養育が困難な乳児を施設
に入所させ養育します。

3施設
189人

継続して実施
　保護者がいない、または保護者等の事情により、家庭での養
育が困難な乳児を施設に入所させ養育した。＇3施設、委託乳
児延べ216人（

○ 健全育成課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標８ 支援が必要な子どもと家庭への対応
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

230 母子生活支援施設
　配偶者のない女子またはこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護すべき児
童を入所させ、保護するとともに、自立の促進のために生活を支援します。

10施設
325世帯

継続して実施

配偶者のない女子またはこれに準ずる事情にある女子及びそ
の者の監護すべき児童を入所させ、保護するとともに、自立の
促進のために生活を支援した。＇12施設、委託世帯延べ360世
帯（

○ 健全育成課

231 一時保護所運営事業
　里親や児童養護施設などへ措置するまでの間一時保護を行います。その間、行動観
察、生活指導を実施し、援助方針会議、判定会議を経て児童の援助方針を決定しま
す。

保護人員139人、延人
員11,063人

継続して実施 要保護児童を一時保護した。 ○ 児童相談所

232 日本語学習支援事業 　日本語の理解が十分ではない外国人市民等に日本語指導を行います。 実施 継続して実施
国際交流ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録・斡旋、日本語教室ﾈｯﾄﾜｰｸ、外国人児
童支援対策

○
国際交流協
会

233
地域連携コーディネー
ター事業

　地域の学校・自治会・ボランティア等と連携を図りながら、日本語の理解が十分では
ない外国人児童とその保護者に対して日本語指導などを行えるよう調整します。

新規 継続して実施
外国人児童支援、外国人のための防災訓練、市営住宅説明
会、生活情報誌編集翻訳

○
国際交流課
国際交流協
会

234 青尐年サポート事業
　関係機関・団体等と連携を図りながら、課題を抱えている児童生徒、無職尐年及び家
庭に対し、個々の実情に即した実務者からなるサポートチームを組織し、立ち直りに向
けての支援＇基礎学力支援・進学支援等（を行います。

21件＇H21年度実績（ 継続して実施 サポート対象尐年26人   来所回数655回 ○
青尐年ｻﾎﾟｰﾄ
ｾﾝﾀｰ

235
要保護児童対策及び
DV防止地域協議会

　児童虐待およびＤＶの防止に関し、関係機関、関係団体等が共通の認識と理解を持
ち、緊密な連絡体制を構築することにより、児童虐待及びＤＶの発生予防と早期発見・
早期対応の一層の推進を図るため、外部委員を含めた協議会を開催します。

設置、代表者会議２回
開催

継続して開催
代表者会議は、未実施。
実務者会議は、各区2回ずつ実施。

△ 健全育成課

236 児童虐待対策事業

　児童虐待を防止し、虐待の早期発見、早期対応、保護、支援に至るまでの取り組み
を図ります。なお、「児童虐待の防止等に関する法律」の一部改正に伴い、虐待の定義
及び通告範囲の拡大、さらにはマスコミ等による虐待事件の報道がなされることなどか
ら虐待の通告が増加しているため、保健福祉センター等関係機関との連携強化を図り
ます。

虐待対応チーム会議
10回、関係機関への
研修会11月開催

虐待対応チーム会議
は随時、関係機関研
修会を開催予定

虐待対応チーム会議は年８回開催。関係機関研修会を開11
月に開催

○ 児童相談所

237
オレンジリボンキャン
ペーン

　増加傾向にある子どもの虐待を防止するため、子どもの虐待に対して市民の意識を
高める啓発活動を行います。

リーフレットの作成・配
布、街頭キャンペー
ン、こどもの力フォーラ
ム、オレンジライトアッ
プなどを実施

継続して実施
リーフレットの作成・配布、ラッピングバスの運行、街頭キャン
ペーン、千葉城のオレンジライトアップ、オレンジリボンツリー
の作成・展示などを実施した。

○ 健全育成課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

238
育児支援家庭訪問事
業

　４か月、１歳６か月児、３歳児健康診査等の結果、様々な原因で育児不安の強い家
庭・育児ストレス等の問題によって、子育てに対して不安や孤立感を抱える家庭、また
は虐待に至る恐れ等のリスクを抱える家庭に対する育児指導等を行います。今後、事
業内容の充実を図ります。

保健師による家庭訪
問を実施

継続して実施 育児支援家庭訪問実施件数：2,246件 ○ 健康支援課

239
専門職員向け「虐待
発見・対応マニュア
ル」の改正

　「児童虐待の防止等に関する法律」の一部改正に伴い、児童虐待の兆候を早期に発
見し、関係機関と連携して対応するためのマニュアルを改正し、学校等関係機関に配
布します。

2,500部
法改正等に併せて作
成し配布

要保護児童対策及びDV防止地域協議会の開催や区の虐待
対応業務の開始等に伴い、増刷ではなく、マニュアル改訂を検
討。検討作業期間を要するため、平成23年度対応とする。

- 児童相談所

240
ＭＣＧ＇マザー＆チャイ
ルドグループ（

　グループミーティングによる親と子の関係づくりを支援します。
保健所、各区において
グループミーティング
や個別相談を実施

継続して実施 MCG実施回数：94回、426人参加。 ○ 健康支援課

241 育児ストレス相談
　１歳６か月児健診等により育児不安等で悩んでいる保護者を対象に心理士・保健師
が個別相談を実施します。

各区で心理士による
個別相談を実施

継続して実施 育児ストレス相談実施回数：144回、179人参加 ○ 健康支援課

242
母子緊急一時保護事
業

　ＤＶ被害者等緊急一時的に保護を必要とする母子をシェルター等の施設で保護を行
います。

10件＇H22.3.31現在（ 継続して実施
ＤＶ被害者等緊急一時的に保護を必要とする母子を母子生活
支援施設で保護を行う。＇1施設、延べ1,321人日（

○ 健全育成課

243
児童虐待相談体制の
整備

　市内社会福祉法人で児童家庭支援センターの運営を行い子どもに関する様々な相
談への対応を図るとともに、児童相談所との連携を図ります。

相談受付件数350件
相談対応件数360件
児童家庭支援セン
ター３か所
＇H21年度実績（

継続して実施
子どもに関する相談体制を強化するため、社会福祉法人が設
置する児童家庭支援センターに補助を行った。＇計3か所（

○ 健全育成課

243
児童虐待相談体制の
整備

　児童相談所で、夜間・休日を問わず、いつでも相談に応じられる体制の整備を図りま
す。

引き続き夜間相談員１
名を配置し、子どもに
関する相談体制を強
化

継続して相談体制を
強化

引き続き夜間相談員１名を配置し、子どもに関する相談体制を
強化

○ 児童相談所

244
配偶者暴力相談支援
センター

　配偶者暴力相談支援センターを設置し、ＤＶ被害者に対する相談業務や、緊急時に
おける安全確保、情報提供その他の援助を行います。

未設置
センター設置、機能の
充実を図る

- 健全育成課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

245
開設日の増・開設時
間の延長

　各区ごとに週２日、午前９時から午後３時30分まで、相談に応じていますが、開設日
の増や時間の延長を図ります。

各区週２日
午前9時～午後3時30
分

拡充
各区週２日
午前9時～午後3時30分

○ 健全育成課

246
就業支援講習会の拡
充＇講習項目の増・定
員の増（

　「パソコン講習会」に加え、就業に有利な「医療事務」等講習科目を実施します。 １項目 ２項目以上 ２項目＇パソコン講習会、医療事務講習会（ ○ 健全育成課

247 地域生活支援事業
　地域生活に係る相談指導を継続的に実施するとともに、巡回相談、専門家による特
別相談、行政サービス等に関する情報提供を実施します。

未実施 実施 - 健全育成課

248
就職情報提供・職業
紹介・企業啓発

　ハローワークと連携し、就職情報の提供を行うほか、企業に対し、ひとり親家庭等の
雇用に関する啓発活動を実施します。

実施 継続して実施 実施 ○ 健全育成課

249
教育訓練給付金事業
の推進

　指定する教育訓練講座を受講した者に対し、受講料の一部を給付します。 実施 継続して実施 自立支援教育訓練給付金支給件数　１３件 ○ 健全育成課

250
高等技能訓練促進費
事業の推進

　看護師等経済的自立に効果的な資格を所得する間の生活費の負担軽減を図りま
す。

実施 継続して実施
高等技能訓練促進費支給件数　４０件
入額支援終了一時金　６件

○ 健全育成課

251
母子寡婦福祉資金貸
付事業＇事業開始資
金（の推進

　母子家庭等が、起業する場合に、事業開始資金の貸付を実施します。 実施 継続して実施 事業開始資金　１件 ○ 健全育成課

252 職業紹介事業の実施 　千葉市就職相談室で職業紹介を行い、求人情報の提供を実施します。 実施
国・市の共同による職
業紹介、求人情報の
提供を実施

6月に稲毛区役所内に国と共同で、「千葉市ふるさとハロー
ワーク」を設置した。
来所者数　7,600人　就職相談・職業紹介　5,186人
就職者数　267人

○ 産業支援課
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

253
保育所・子どもルーム
への優先入所の推進

　保育所・子どもルームへの優先入所＇利用（を推進します。 実施 拡充＇箇所数増（ - 健全育成課

253
保育所・子どもルーム
への優先入所の推進

　保育所・子どもルームへの優先入所＇利用（を推進します。 実施 拡充＇箇所数増（
ひとり親家庭の保育所入所にあたっては、選考基準の優遇措
置を実施した。

○ 保育運営課

254
ファミリー・サポート・セ
ンター利用者の負担
軽減

　ファミリー・サポート・センターを利用する際の負担軽減策を検討します。 未実施 実施 - 保育支援課

255
子育て短期支援事業
の推進

　子どものショートステイ、トワイライトステイを実施するとともに利用料の負担軽減を図
ります。

４か所 継続＇４か所（
４か所
ショートステイ　　　　　８８９日
トワイライトステイ　１，５６１日

○ 健全育成課

256
日常生活支援事業の
拡充

　ひとり親家庭等に生活支援員を派遣し、家事援助等実施していますが、育児援助を
追加するほか、利用時間等の拡充を図ります。

家事支援 家事支援・育児支援 家庭生活支援員派遣延べ回数　２７回 ○ 健全育成課

257
ひとり親家庭生活支
援事業の拡充

【下記】生活支援事業を効果的に実施します。
＇現状（土日・夜間電話相談、生活支援講習会、ひとり親家庭交流事業
＇新規（父子家庭専用相談ダイヤル設置、児童訪問援助の実施

３事業 継続して実施
土日・夜間電話相談、生活支援講習会、ひとり親家庭交流事
業を実施

○ 健全育成課

258
市営住宅入居時の優
遇措置の推進

　ひとり親家庭が市営住宅に入居する際の優遇措置を推進します。 実施 継続して実施 空家入居者募集時に優遇措置を継続した ○ 住宅整備課

259
民間賃貸住宅入居支
援制度の推進

　義務教育終了前の子どもを持つひとり親世帯に対し、希望に応じた民間住宅に関す
る情報提供を行うほか、市の住宅施策に関する情報提供や助言を行います。

実施 継続して実施
「すまいアップコーナー」にて、ひとり親世帯に対して入居を拒
まない民間賃貸住宅や、福祉施策等の情報提供を行った。

○ 住宅政策課
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状況

課

260
養育費に関する普及
啓発

　養育費負担について普及啓発活動を実施します。 実施 拡充 パンフレット、市政だより、ＨＰによる啓発 ○ 健全育成課

261 法律相談の実施 　弁護士による無料法律相談を実施します。 未実施 実施 - 健全育成課

262
養育費セミナーの開
催

　養育費に関する講演会や各種教室を開催します。 未実施 実施 - 健全育成課

263
離婚前相談及び父子
家庭専門相談の実施

　ひとり親家庭になる前に必要な情報を提供していくほか、父子家庭専用の相談を実
施します。

未実施 実施 - 健全育成課

264 情報提供の充実
　ひとり親家庭支援ハンドブックの発行
　ひとり親家庭支援HPの開設

未実施 実施 　ひとり親家庭支援の内容をHPに掲載 △ 健全育成課

265
区役所相談窓口の充
実

　ひとり親施策に関する全般的な相談や電話相談を充実します。 実施 拡充 保健福祉センターこども家庭課で、相談業務を実施した。 ○ 健全育成課

266 父子家庭への支給 　国の制度改正に伴い、児童扶養手当を父子家庭にも支給します。 未実施 実施 児童扶養手当を父子家庭延べ574人に支給した。 ○ 健全育成課

267
児童扶養手当の適正
な支給・情報提供

　児童扶養手当制度に関する情報提供を積極的に実施するほか、給付業務を推進し
ます。

実施 継続して実施
児童扶養手当のしおりを作成し、各保健福祉センターの窓口
等に置いた。

○ 健全育成課
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進捗
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課

268
母子寡婦福祉資金の
貸付

　母子家庭・寡婦に対して、母子寡婦福祉資金の貸付に関する情報提供を推進するほ
か、貸付業務を推進します。

実施 継続して実施 ＨＰや子育てハンドブックによる啓発 ○ 健全育成課

269
ひとり親家庭医療費
助成の推進・現物給
付化

　ひとり親家庭医療費助成を推進するほか、現物給付化の実現に向け、千葉県等関係
団体と協議を実施します。

実施 継続して実施
　ひとり親家庭医療費助成を推進するほか、現物給付化の実
現に向け、千葉県に要望した。

○ 健全育成課

270
保育所・子どもルーム
利用料の負担軽減

　保育所・子どもルームの利用料について、シングルマザー＇未婚の母（に寡婦控除を
みなし適用し、保育料の軽減を図ります。

未実施 実施 実施＇実績なし（ ○ 健全育成課

270
保育所・子どもルーム
利用料の負担軽減

　保育所・子どもルームの利用料について、シングルマザー＇未婚の母（に寡婦控除を
みなし適用し、保育料の軽減を図ります。

未実施 実施
婚姻によらないで母となった世帯の保育料については、寡婦
控除のみなし適用を行い、負担を軽減した＇減免制度を創
設（。

○ 保育運営課

271
当事者団体の特性を
活かした委託業務の
推進

　「ひとり親家庭生活支援事業」をはじめ、母子家庭の母の雇用促進に寄与することや
当事者団体の特性を活かした委託業務を推進します。

実施 拡充 母子寡婦福祉会に「ひとり親家庭生活支援事業」を委託した。 ○ 健全育成課

272
母子寡婦福祉会自主
事業への協力

　母子寡婦福祉会が行う自主事業に関し、会場確保、情報提供等の協力を実施しま
す。

実施 継続して実施 母子寡婦福祉会が行う自主事業に関し、協力を実施した。 ○ 健全育成課

273
ひとり親家庭支援団
体の体制強化

　母子寡婦福祉会の法人化等体制強化に関し、相談・情報提供等により支援を実施し
ます。

実施 継続して実施
母子寡婦福祉会の法人化等体制強化に関し、相談・情報提供
等により支援を実施した。

○ 健全育成課

274
障害児等療育支援事
業

　障害児＇者（施設の有する機能を活用し、地域での生活支援及び療育、相談体制の
充実を図るとともに、各種福祉サービスの提供、援助調整等を行います。

訪問療育 290件、訪問
検診  14件、外来療育
480件、施設支援　 4
件

障害者自立支援法の
動向を注視し、継続し
て実施

訪問療育　330件
訪問検診　　 3件
外来療育　544件
施設支援　　 6件

○
障害者自立
支援課
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275
障害者介護給付等事
業＇障害児の福祉
サービス（

　障害児＇者（の日常生活の支援等のサービスを提供します。 実施
障害者自立支援法を
注視し、継続して実施

障害児＇者（の日常生活の支援等の事業を実施した。 ○
障害者自立
支援課

276
障害福祉サービス事
業＇児童ディサービス（

　障害児に対する、障害児施設等における、基本的な動作の指導、集団生活への適応
訓練を行います。

延べ利用者数　4,206
人

現行法を廃止する動
きがあるため、国の動
向を注視し継続して実
施

延べ利用者数 5,188人 ○
障害者自立
支援課

277
地域生活支援給付事
業＇日中一時支援放
課後対策型（

　主として、放課後において、施設等で継続的に預かり、社会に適応するための訓練
及び見守り等の支援を行います。

延べ利用者数　2,442
人

現行法を廃止する動
きがあるため、国の動
向を注視し継続して実
施

延べ利用者数 3,034人 ○
障害者自立
支援課

278
心身障害児総合通園
センター運営

　障害児の早期発見、早期療育の観点から、心身障害の相談、指導、診断、検査、判
定等を行うとともに、障害に応じた療育訓練を行います。

療育センター及び大宮
学園で実施

継続して実施
心身障害児総合通園センターの管理運営を社会福祉事業団
に委託し、実施した。

○ 障害企画課

279
心身障害児施設への
入所

　心身障害児を施設に入通所させ、これを保護するとともに、将来にわたって必要な療
育・訓練＇一部施設では療養（を行います。

延べ利用者数　1,214
人
施設数　23か所

障害者自立支援法の
動向を注視し、継続し
て実施

延べ利用者数 995人＇市立施設を除く（ ○
障害者自立
支援課

280
重症心身障害児(者)
通園事業

　重症心身障害児＇者（に対し、通園の方法により、日常生活動作、運動機能等に係る
訓練、指導等必要な療育を行うとともに、保護者等にも療育技術を習得してもらいま
す。

支給決定者数　17人
施設数　2か所

障害者自立支援法の
動向を注視し、継続し
て実施

支給決定者数 173人＇市立施設を除く（ ○
障害者自立
支援課

281 トイライブラリー 　心身障害児が、おもちゃを通じて遊ぶことにより、機能回復と能力発達を促進します。
毎月第１・３土曜日に、
療育センターすぎのこ
ルームで実施

継続して実施
毎月第１・３土曜日に、療育センターすぎのこルームで実施し
た。

○
障害者自立
支援課

282

重度障害児(者)日常
生活用具給付事業
＇障害者自立支援日
常生活用具給付（

　障害者＇児（に対し、日常生活用具を給付します。 支給件数5,453件 継続して実施 支給件数 14,679件 ○
障害者自立
支援課
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283
身体障害児補装具給
付事業＇障害者自立
支援補装具給付（

　障害者＇児（に対し、補装具を給付します。 支給件数685件 継続して実施 支給件数 1,651件 ○
障害者自立
支援課

284
重症心身障害児施設
運営

　重症心身障害児に、治療と日常生活の指導などのサービスの提供を行います。 桜木園で実施 継続して実施
重症心身障害児施設の管理運営を社会福祉事業団に委託
し、実施した。

○ 障害企画課

285
障害児福祉手当支給
事業

　年４回手当を支給します。
平成21年度末支給見
込み延べ　4,913人

継続して実施 延べ支給件数 5,090件 ○
障害者自立
支援課

286
心身障害児童福祉手
当支給事業

　年３回手当を支給します。

・精神障害１級を新た
に対象者に加える
平成21年度末支給見
込　延べ11,398人
・手当額の変更を行う
＇単独障害の場合は、
月額8,650円→7,000
円。ただし、既受給者
は月額7,800円とする
経過措置を１年間設け
る（

継続して実施 延べ支給件数 11,640件 ○
障害者自立
支援課

287
心身障害児医療費助
成事業

　医療費の自己負担額を助成します。 助成件数16,308件 継続して実施 延べ支給件数 13,108件 ○
障害者自立
支援課

288
心の輪を広げる体験
作文・障害者週間ポス
ター事業

　障害者理解の促進を図るため、作文およびポスターを募集します。

内閣府に本市の最優
秀作品を推薦。12月
の障害者週間に開催
する「千葉市障害者福
祉大会」で表彰

継続して実施

 【応募作品数】
＇1（作文：50編
＇2（ポスター：14点
【障害者福祉大会での表彰】
＇1（開催日：平成22年12月4日
＇2（作文：3編
＇3（ポスター：2点

○ 障害企画課

289
肢体不自由児激励会
事業

　肢体障害児と保護者の交流と親睦を図ります。
毎年12月、千葉市
ハーモニープラザで実
施

継続して実施 6月25日、千葉市ハーモニープラザで実施した。 ○
障害者自立
支援課

290
知的障害児激励会事
業

　知的障害児と保護者の交流と親睦を図ります。
毎年６月、千葉ポート
アリーナで実施

継続して実施 12月18日、千葉ポートアリーナで実施した。 ○
障害者自立
支援課
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291
特別児童扶養手当支
給事業

　特別児童扶養手当の支給＇４、８、11月の年３回、国が支給、全額国費（に係る取扱
事務

各種申請書等の受付
および相談事業の実
施

継続して実施 各種申請書等の受付及び相談事業を実施した。 ○
障害者自立
支援課

292 エレベーター設置事業
　車椅子を利用している児童・生徒の学校生活向上、児童・生徒や保護者、学校関係
者の負担軽減のため校舎にエレベーターを設置します。

設置工事：中学校１
校、実施設計　：小学
校１校・中学校２校

車椅子利用の児童・生
徒が入学、進学する学
校に設置

小学校　設置工事2校、中学校設置工事4校
小学校　実施設計1校、中学校実施設計2校

○ 学校施設課

292-2
療育センター管理運
営

　障害児の早期発見、早期療育の観点から、相談、指導、診断、検査、判定等を行うと
ともに、障害に応じた訓練等を行います。

実施 継続して実施
療育センターの管理運営を社会福祉事業団に委託し、実施し
た。

○ 障害企画課

292-3
障害のある子どもの
学校生活サポート

　学校生活で支援の必要な子どもに対してボランティアを派遣します。
市民からボランティア
を募集して配置

継続して実施
児童生徒１３名に対し、２９名のボランティアを合計２８７回派
遣した。

○
養護教育セ
ンター

292-4 教育情報誌発行事業
　「養護教育センターだより」や「特別支援教育リーフレット」を作成し、ネットワーク
＇Cabinet（に掲載して、特別支援教育の理解推進を図ります。

各学校にネットワーク
＇Cabinet（で配信する

継続して実施
「養護教育センターだより」を２回、「特別支援教育リーフレット」
を34,000部作成し、全小中学校等に配布した。

○
養護教育セ
ンター

292-5
発達障害者支援セン
ターの運営

　発達障害に関する相談に応じるとともに、関係機関との連携を図ります。
発達障害者支援セン
ターを運営し、相談等
を実施

継続して運営し、相談
等を実施

発達障害者支援センターを運営し、相談等を実施した。 ○
障害者自立
支援課

292-6 障害者相談支援事業 　障害者の生活全般についての相談に対して支援します。 ８か所＇７法人（で実施 継続して実施 8か所＇7法人（で実施した。 ○
障害者自立
支援課

292-7
障害者就労支援講座
の開催

　就職を希望する特別支援学校高等部生徒を対象にパソコンの基本操作とともにビジ
ネスマナーなど就職に必要な技能の習得を図る講座を開催します。

実施 継続して実施
前述の生徒10名を対象に講座を実施
①パソコン講座　　　　：3時間×6日
②ビジネスマナー講座：3時間×2日

○ 障害企画課
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

293 交通安全教育事業
　子どもの交通安全を図るため、安全交通推進員が小学校・保育所等を訪れ、交通安
全教室を開催し、交通ルールとマナーの指導・啓発活動を行います。

平成22年度見込み
目標回数232回。内幼
児は188回。(81.0%)

継続して実施 交通安全教室を232回実施した。 ○ 地域振興課

294
学校セーフティウォッ
チ事業

　児童生徒の登下校時における見守りや学区のパトロール等、安全確保を目的にした
各学校ごとの地域住民・保護者等からなる学校安全ボランティア活動の支援や各学校
へ防犯用品等の配布を行います。

18,500人＇H22.3.31現
在（。花園中学校区推
進委員会２回開催。防
犯訓練の公開、こども
110番のいえと連携し
た実践、講演会等を実
施

継続して実施
学校セーフティウォッチャーの登録者数は２３年３月末現在で
約20,600名。講習会を３回開催。若松中学区を推進地域として
地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業を進めた。

○ 学事課

294
学校セーフティウォッ
チ事業

　学校ごとに地域住民等の「学校安全ボランティア」を育成し、校内パトロール、通学
路、横断歩道の見守りなどを行うことを検討します。

市内小学校＇特別支援
学校含む（1年生に防
犯ブザーを貸与し防犯
教室を実施

継続して実施
市内小学校＇特別支援学校含む（1年生に防犯ブザーを貸与し
防犯教室を実施した。＇9,300個（

○ 保健体育課

295
乳幼児の事故予防教
育の強化

　医師・保健師等による乳幼児におこりやすい事故予防の講演会を実施します。
各区年１回講演会を
実施、４ヶ月健診時に
パンフレットを配布

継続して実施
育児講座の開催回数：6回、128人参加　　　　　　　　　　　　　　4
か月児健診での健康教育の実施：160回

○ 健康支援課

296 救命講習会の推進 　応急手当の講習会を実施します。
459回開催
受講者数8,443人＇H21
年度実績（

救命講習会
毎年、400回開催し
10,000人の受講者を
目標とする

救命講習会を年間４８２回開催し、８，４５７人が受講した。 ○ 救急課

297

防犯対策事業＇防犯
パトロール隊支援事
業・防犯カメラ設置事
業（

　市民による防犯活動を支援するため、パトロールに必要な物品を提供します。
　また、繁華街における犯罪や悪質な客引き等の未然防止のため、防犯カメラを設置
し、地域と警察と協力して運用します。

　防犯カメラについて
は、繁華街における犯
罪や客引き等の未然
防止のため、継続して
設置。
　防犯パトロール隊支
援については、市民に
よる防犯活動を支援
するため、パトロール
に必要な物品を提供

継続して実施
防犯パトロール隊支援を57団体に対して行った。
防犯カメラ設置32台の管理を行った。

○ 地域振興課

298
防犯対策事業＇防犯
街灯補助金交付事
業（

　夜間、歩行者が安全に通行できるよう町内自治会等が設置する防犯街灯について設
置費や管理費等の補助を行うなど、街灯の設置を推進します。

町内自治会等が設置
する防犯街灯につい
て、設置費や管理費
等の補助を行い、街灯
の設置を推進

継続して実施
49,633灯の管理費、4,643件の修理費、271灯の設置費の一部
について補助金を交付した。

○ 地域振興課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標９ 子どもの安全の確保
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事　業　名 事　　　業　　　内　　　容
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現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

299

住宅の防犯性向上と
防犯に関する意識の
啓発を含めた住情報
の提供

　住宅の防犯性を高めるための設計・設備等の普及を図るとともに、住宅における防
犯に関する意識の啓発を行います。

実施 継続して実施
「すまいアップコーナー」にて、防犯に関する情報＇冊子等（を
提供し、ホームページ上で周知を図った。

○ 住宅政策課

300
「青尐年の日」「家庭・
地域の日」関連事業

　毎年９月第３土曜日を「青尐年の日」、毎月第３土曜日及び翌日曜日を「家庭・地域
の日」、毎年９月第３土曜日から１週間を「青尐年の日」つながりウィークと定め、関連
する様々な活動を市民総がかりで実践します。
　具体的な取組みとして、庁内の青尐年育成施策の関係機関による事業推進会議を
開催するほか、「青尐年の日」に「青尐年の日」及び「家庭・地域の日」事業実行委員会
と市が協力して「青尐年の日フェスタ」を開催し、青尐年の健全育成に市民総がかりで
取組む機運を高めていく場とします。

「青尐年の日」及び「家
庭・地域の日」事業推
進会議を年２回開催。
「青尐年の日フェスタ」
を年１回開催＇H21年
度参加者数：延べ
3,801人（

「青尐年の日」及び「家
庭・地域の日」事業推
進会議を年２回開催す
る。
「青尐年の日フェスタ」
を年１回開催＇目標参
加者数：延べ約4,000
人（

平成22年9月18日(土)に「青尐年の日フェスタ」を生涯学習セン
ターで開催した。参加者3,167人。
小学生以上の青尐年を対象とした工作教室、講座を中心に実
施した。

○ 健全育成課

301 こども110番のいえ
　登下校時を中心に児童・生徒の安全を確保するため、地域住民の協力をいただき、
緊急避難場所として「こども110番のいえ」を青尐年育成委員会を通して登録を依頼し、
ステッカーを掲示し、地域ぐるみでこどもたちの安全を守ります。

現在、登録の拡大を
図り、地域の多くの方
の協力を得ながら、児
童生徒の安全を確
保。
登録11,040件＇H22.３
月末現在（

登録の拡大を図るとと
もに、児童生徒への啓
発活動と登録してくれ
た家庭及び事業所へ
のアフターケアの充実
を図る

青尐年育成委員会を通して地域住民に協力を依頼し、緊急避
難場所となる「こども110番のいえ」として、児童生徒の登下校
の安全確保を図った。平成22年度は、緊急避難登録者証パネ
ルを新たに800枚作成し、配布した。
【10,080軒→11,040軒】

○ 健全育成課

301-2 青色防犯パトロール
　青色回転灯装着公用車８台による防犯パトロールを実施し、空き巣やひったくりなど
の犯罪を抑止するとともに、通学時における子どもの安全を図ります。

青色回転灯装着公用
車８台での防犯パト
ロールを実施

継続して実施 青色回転灯装着公用車８台による防犯パトロールを実施した。 ○ 地域振興課

301-3
ちばし安全・安心メー
ル

　空き巣やひったくりなど市内の犯罪状況や災害・気象情報を携帯電話やパソコンに
電子メールで配信します。利用者の犯罪や災害に対する心構えを喚起し、発生時の避
難など迅速・的確な対応を可能にします。

登録者数
30,427人
＇H22.11末現在（

登録者に継続して配
信

安全・安心メール登録者数が34,849人まで増加した。 ○ 地域振興課

301-3
ちばし安全・安心メー
ル

　空き巣やひったくりなど市内の犯罪状況や災害・気象情報を携帯電話やパソコンに
電子メールで配信します。利用者の犯罪や災害に対する心構えを喚起し、発生時の避
難など迅速・的確な対応を可能にします。

登録者数
30,427人
＇H22.11末現在（

登録者に継続して配
信

安全・安心メール登録者数が34,849人まで増加した。 ○ 防災対策課

301-4
防犯
ウォーキング

　ジョギングや散歩等を兼ねて、パトロールを実施することで、地域の犯罪の抑止及び
防犯の強化を図ります。ボランティアには帽子等の物品を貸与します。

防犯ウォーキングボラ
ンティア
累計登録者数　8,237
人

継続して実施

防犯ウォーキングボランティアを募集し、新規登録者等にロゴ
入りの帽子を貸与した。

　　新規登録者数　　1,107人

○
区政課
各区役所

302 環境浄化事業
　青尐年非行の誘因となっている有害環境を調査、点検し、実態を把握するとともに、
警察署や青尐年育成委員会、民間補導員等と連携して環境浄化に関する活動を実施
します。

実施 継続して実施

点検及び調査店舗数
　コンビニエンスストア　281店舗
　カラオケボックス店　　　37店舗
　書店、古書店　　　　　　73店舗

○
青尐年ｻﾎﾟｰﾄ
ｾﾝﾀｰ
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所　管　課
プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

303
教員の情報モラル教
育指導力の向上

　小・中・特別支援学校での教員の情報モラル教育指導力の向上を図ります。

指導資料集の作成
＇H19（、研修の実施・
実践事例研究の実施
＇H21・H22（

継続して実施

　千葉市独自の情報モラルカリキュラムから、発達段階に応じ
て各教科に割り当てた「基本指導内容」を作成し、イントラネッ
ト上に公開した。
　小学校低中学年向けの情報モラルコンテンツ＇10本（を作成
し、合計40本のコンテンツを利用可能とした。
　各層対象および、メディア主任への研修会に情報モラル教育
の推進に向けた内容を取り入れて実施した。

○ 教育センター

303-2
九都県市共同啓発事
業

　青尐年の健全育成について協議し、九都県市が共同して取り組みます。
課長会議５回
担当者会議８回

継続して実施

九都県市で、携帯電話端末の使用において、青尐年をイン
ターネットの青尐年有害情報から守る手段の研究をすすめ、
九都県市推奨の携帯電話端末の基準を作成することになっ
た。

○ 健全育成課

303-3 補導活動事業
　街頭・駅周辺、ゲームセンター、学校周辺等を民間補導員が巡回し、怠学、家出、喫
煙、不良交遊等の不良行為に対して指導します。

2,100人 継続して実施 補導尐年数延べ3,188人 ○
青尐年ｻﾎﾟｰﾄ
ｾﾝﾀｰ

303-4 広報・啓発事業 　ＨＰ・広報誌「フェアウェイ」による広報啓発活動をします。
啓発カード配布
45,000枚アクセス件数
10,000件

継続して実施 啓発カード配布　45,000枚 アクセス件数19,832件 ○
青尐年ｻﾎﾟｰﾄ
ｾﾝﾀｰ

303-5
青尐年の健全育成に
係る啓発ポスターの
配布

　青尐年の健全育成に係る啓発事業の一環として、九都県市で共同して作成します。
ポスターを市内300か
所に配布

継続して実施
小 120、中 57、高 2、養護 2、公民館・図書館等 114
合計 295か所

○ 健全育成課

303-6

情報教育推進のため
の企画運営と調査研
究及び情報教育ネット
ワークに関する業務

　教育センターで整備・運用しているネットワーク＇Cabinet（サーバーで有害情報への
アクセス記録を収集します。

170校 174校
　新たに構築した新Cabinet統合システムにおいて、児童生徒
が学習に利用する端末については、有害情報のフィルタリング
機能を設定した。

○ 教育センター
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３　個別事業の平成２２年度進捗状況

所　管　課

304 進路指導推進事業
　進路学習ノート「わたしの夢」を配布し、「生き方」を考える進路指導の充実を図りま
す。また、進路学習資料「Hello、My Future」を配布し、進路選択の手引きとして活用し
ます。

実施 継続して実施
「ハロー、マイフューチャー」は入札し、施行した。来年度の「ハ
ロー、マイフューチャー」「わたしの夢」は委員会を設置して原
稿を改定している。消耗品は８月下旬から購入する予定。

○ 指導課

305
キャリア教育推進会議
事業

　キャリア教育＇進路指導（の基本的な方向性や本市の課題等を推進会議を設置し、
協議します。

実施 継続して実施 キャリア教育推進会議は、１０月と３月に開催する予定。 ○ 指導課

306
千葉市インターンシッ
プ事業

　本市職場で実習受入を行い、就業機会を与え、学生の就業体験、就業意識の向上、
市政に対する理解の促進を図ります。

50～70名の受入れ 継続して実施
38職場において、76人＇内訳：大学生72人、高校生4人（の受
入実習を行った。

○ 人材育成課

307
児童自立生活援助事
業

　義務教育終了後、児童養護施設を退所し就職した児童に対し、相談その他の日常生
活上の援助及び生活指導を行うことにより、社会的自立の促進を図ります。

４施設において実施 継続して実施 実施＇実績なし（ ○ 健全育成課

308 外国人市民懇談会
　外国人市民の意見・要望を市政に反映するため、外国人市民懇談会の開催及び意
見聴取の機会を設定します。

年２回実施 年２～３回実施
第１回＇7/17) 区役所にて順次行う「外国人市民オリエンテー
ションについて」をテーマに実施。
第２回＇3/12)は震災発生により中止

△ 国際交流課

【進捗状況欄の意味】　○･･･概ね実施した　　△･･･あまり実施できなかった　　－・・・次年度以降実施予定　　終・・・事業終了

プラン
NO．

事　業　名 事　　　業　　　内　　　容

目標事業量 平成２２年度実績

現状 平成26年度 実施状況
進捗
状況

課

基本目標１０ 就業支援の推進とグローバル社会への対応
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